
令和４年１月３１日 

中 央 図 書 館                       

 

第２次世田谷区立図書館ビジョン第３期行動計画（案）について 

 

 

１ 主旨 

  第２次世田谷区立図書館ビジョン第２期行動計画の計画期間が令和３年度で終

了する。第２期行動計画を引継ぎ「知と学びと文化の情報拠点としての新たな図書

館の創造」の更なる実現をめざし、第３期行動計画の検討を進めてきた。 

このたび９月に報告した素案を踏まえ、「第２次世田谷区立図書館ビジョン第３

期行動計画（案）」を取りまとめたので、報告する。 

 

２ 第２次世田谷区立図書館ビジョン第３期行動計画（案）の概要 

（１）計画期間 

第２次教育ビジョン調整計画及び（仮称）世田谷区未来つながるプランとの

整合を図るため、計画期間は令和４年度から５年度までの２か年とする。 

（２）計画内容 

別紙「第２次世田谷区立図書館ビジョン第３期行動計画（案）」及び「第２

次世田谷区立図書館ビジョン第３期行動計画（案）概要版」参照 

（３）重点プロジェクト 

    計画期間において特に重点的に推進する４つのプロジェクトと１つの視点

を以下のとおり定めた。 

   ＜プロジェクト＞ 

    ①誰もが安心して利用し続けられる図書館 

    ②図書館の公共性の維持と基本的機能の拡充 

    ③子どもの発達段階に応じた読書機会の提供による読書習慣の継続 

    ④ICTの活用によるサービス向上と DXの検討 

   ＜視点＞ 

    ①SDGｓの支援「誰一人取り残さない」 

 

３ 素案からの主な変更点 

  事業項目ごとに２年間の取組み内容を定めるとともに、区議会、教育委員会での

議論を踏まえ、文言等を修正・追記した。 

 ＜主な変更点＞ 

  ・「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会報告書」を踏まえた３つの取組

みの柱である、中央図書館のマネジメント機能強化、民間活用、（仮称）図書

館運営協議会の設置と、重点プロジェクトとの関係性を明確にした。（概要版・
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計画本体） 

  ・重点プロジェクトを構成する事業項目を精査した。（概要版・計画本体） 

  ・中央図書館機能拡充として「若い世代を対象とした機能検討・整備」を追記し

た。 

  ・地域資料（区民活動資料・地域特性資料）の収集等について、各地域図書館が

知の拠点として果たすべき役割について明記した。 

  ・障害者サービスの充実に向けて、周知方法の工夫、点字図書館やサピエ図書館

との連携による資料提供の充実やボランティアへの支援等について追記した。 

  ・利用状況等を評価・検証したうえで、今後の図書館カウンターのあり方を検討

していくことを明記した。 

  ・（仮称）図書館運営協議会において、図書館全体の事業の実施状況や運営状況

を評価・検証していくことを明記した。 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

  令和４年３月  計画の策定              
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第２次世田谷区立図書館ビジョン 第３期行動計画 （案） 概要版

第２次図書館ビジョンの基本理念「知と学びと文化の情報拠点」を実現するため、第２

期行動計画の取組みや達成状況等を踏まえるとともに、第２期行動計画策定後に制定・施

行された「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律」（読書バリアフリー法）、

国や東京都の子ども読書活動に関する計画の改定、新型コロナウイルス感染症の拡大など

の社会状況の変化等も踏まえたうえで、６１の事業項目を定めました。

そのうち特に重点的に推進する４つの重点プロジェクトと１つの視点を定め、第３期行

動計画の２か年に力点をおいて横断的に取り組むとともに、「世田谷区立図書館運営体制

あり方検討委員会報告書」を踏まえた、中央図書館のマネジメント機能強化、民間活用、(

仮称)図書館運営協議会の設置、の３つの柱の取組みを着実に進めることにより、魅力ある

図書館づくりをめざします。

第２次世田谷区立図書館ビジョン

基本方針(施策展開の柱） 施策の方向性

基
本
理
念

知
と
学
び
と
文
化
の
情
報
拠
点

【方針１】

0歳児からの読書
を支える図書館

【方針３】

暮らしや仕事に
役立つ図書館

【方針４】

世田谷の魅力を
収集・発信する
図書館

【方針６】

専門性と効率性
を両立した運営
体制の構築

【方針５】

図 書 館 ネ ッ ト
ワークの構築

【方針２】

大人の学びを豊
かにする図書館

(１)子どもが本に出会う機会をつくる

(２)子どもサービスの拠点をつくる

(３)充実した学校図書館づくりを支援する

(１)多様な学びの機会をつくる

(２)お互いに学びあう機会をつくる

(３)地域で学びを活かす人材を育てる

(１)区民の悩みや課題の解決を助ける

(２)人が集い、つながりを生む場づくり

(３)地域で活動する団体との関係を築く

(１)世田谷の地域活動の情報を集める

(２)世田谷の魅力を広く伝える

(３)新しいメディアでの資料収集・公開を進める

(１)図書館ネットワークを整備する

(２)中央図書館の機能を拡充する

(３)世田谷の教育・文化機関と連携する

(１)民間活用を計画的に導入する

(２)職員に必要なスキルと専門知識の向上を図る

(３)事業・運営の指針・目標を示す
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重点プロジェクト第３期行動計画

コロナ禍での臨時休館等の経験を踏まえた図書館サービスの継続手法について検討するとともに、
誰もが安心して利用できる図書館をめざします。非来館型のサービスを充実するとともに、すべてを
デジタル化するのではなく、「交流」や「場」としての図書館を安心して利用できるような対策も検
討・実施します。

 非来館型サービスの充実

 快適で安全な図書館環境の推進

 障害者・高齢者・多文化サービスの充実

 利用者がつながり交流を生む事業の検討・実施

誰もが安心して利用し続けられる図書館1

区民の知る自由を保障し、区立図書館としての公共性や専門性を維持するため、中央図書館のマネ
ジメント機能の強化等により、図書館の基本的な機能である資料収集・提供やレファレンス機能を充
実します。また民間活用館を含めた区立図書館全体の運営やサービスを客観的に評価する（仮称）図
書館運営協議会の設置・運用を進め、図書館運営への区民参画を図ります。

 レファレンスサービスの充実

 レファレンスサービスの利用促進

 資料・情報の充実

 図書館運営への区民参画の検討

 中央図書館のマネジメント機能の充実

 職員の人材育成計画の運用

 運営体制の方針に基づく地域図書館への民間活用の推進・検証

 （仮称）図書館運営協議会による事業の実施状況や運営状況の評価・公表

図書館の公共性の維持と基本的機能の拡充２

乳幼児から小学生・中高生までの、それぞれの発達段階に応じた読書に興味・関心を惹く事業・取
組みを実施することにより、早期に読書の習慣を身に付けるとともに、その継続を図ります。

子どもの発達段階に応じた読書推進事業の充実
（絵本ではぐくむ子育て支援事業）（小学生の読書支援事業）（中高生の読書推進事業）

 中央図書館を活用した若い世代を対象とした機能整備の検討・実施

 配慮を要する子どものための資料の充実

 多言語対応や多文化理解に対応した資料の充実

 子ども読書リーダーや読書活動に関わる中高生等の育成

子どもの発達段階に応じた読書機会の提供による読書習慣の継続３

ICTの活用により、利用者の利便性の向上や業務の効率化による図書館サービスの向上を図るとと
もに、DX（デジタルトランスフォーメーション）の進展にも備えた検討も進めます。

 地域資料の電子化の推進及び電子資料の公開方法等利活用の検討

 電子書籍の充実

 図書館情報システム及びホームページの機能向上

 ＩＣタグ及び関連機器の全館導入

ICTの活用によるサービス向上とDXの検討４
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≪視 点≫

SDGｓ（持続可能な開発目標）は、平成27年の国連サミットで採択された国際目標
で、持続可能な社会を目指すための17のゴール（目標）から構成されています。国内で
も、国や都、世田谷区などの地方自治体をはじめ、民間企業や教育機関、各種団体等に
おいて、SDGｓの実現に向けた様々な取組みが行われています。

図書館でも、SDGｓの視点を持ち、ゴール④「質の高い教育をみんなに」を中心に、
すべてのゴールについての資料や情報を区民に提供することにより、SDGsの実現に繋
げます。

S D G ｓ の 支 援 「誰一人取り残さない」
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第２次世田谷区立図書館ビジョン｜第３期行動計画（案）　事業項目一覧

絵本ではぐくむ子育て支援事業の充実 重-３

小学生の読書推進事業の充実 重-３

中高生の読書推進事業の充実 重-３
一部
新規

家庭での読書推進事業の充実

地域と連携した事業や子ども関連施設の読書活動への支援の推進

児童資料、中高生向き資料の充実
一部
新規

配慮を要する子どものための資料の充実 重-３

多言語対応や多文化理解に対応した資料の充実 重-３

中央図書館の機能・施設規模・設備の拡充・検討（子ども図書館機能） 重-３
一部
新規

おはなし会ボランティア講座の実施

子ども読書リーダーや読書活動に関わる中高生等の育成 重-３
一部
新規

子どもサービスに関する専門性を持った職員の育成

①学校図書館に関わる人材の育成 学校図書館の運営体制の充実

学校図書館の地域利用の充実

PTA、ボランティアとの連携の推進

③学校図書館に対する支援と体制の確立 区立図書館との連携の推進

資料・情報の充実 重-２
一部
新規

非来館型サービスの充実 重-１ 新規

快適で安全な図書館環境の推進 重-１ 新規

② 主体的な学びを促す事業の実施 図書館利用の契機となる様々な分野の事業の検討・実施

障害者サービスの充実 重-１ 新規

高齢者サービスの充実 重-１ 新規

多文化・多言語サービスの充実 重-１ 新規

① 知識や情報を共有する事業の実施 知識や情報を共有する事業の検討・実施

② 学習成果の発信 利用者による「学習活動発表会」の実施

① 読書や情報に関わるボランティアの育成 ボランティア講座等の実施及び修了者の活動支援

ボランティア活動の拡充検討

図書館運営への区民参画の検討 重-２ 新規

レファレンスサービスの充実 重-２
一部
新規

レファレンスサービスの利用促進 重-２
一部
新規

相談事業との連携

テーマ本展示の拡充

② 地域文化活動を支援するレファレンス等の
検討

区の他機関の発行する資料の収集・提供

① 利用者同士の交流を促す事業の実施 利用者がつながり交流を生む事業の検討・実施 重-１

② 人が集うためのスペースの充実 交流スペースの設置・拡充検討

① 地域で活動する機関・団体との積極的な連
携の推進

町会、商店街等の地域団体との連携

② 本を用いた地域文化活動に対する支援の推
進

書店・出版社等との連携事業の検討

基本
方針

施策の
方向性

取組項目 【第３期】事業項目
重点プロ
ジェクト

新規
項目

②地域との連携を深める取組みの推進

（２）子どもサービス
の拠点をつくる

① 子どもサービスの推進に向けた図書資料等
の充実

② 子どもの読書活動に関わる人材の育成

（３）充実した学校図
書館づくりを支援す
る

１

０歳児
からの
読書を
支える
図書館

（１）子どもが本に出
会う機会をつくる

① 図書館による子どもの読書を支援する取組
みの拡充

② 地域・民間団体と協働した子どもの読書を
支援する取組みの推進

（２）お互いに学びあ
う機会をつくる

２

大人の
学びを
豊かに
する図
書館

（１）多様な学びの
機会をつくる

① 図書資料等の充実と区民と情報をつなぐ
サービスの推進

③ 多様な利用者へのサービスの充実　【新規】

（３）地域で学びを活
かす人材を育てる

② ボランティア活動等区民参画の促進

３

暮らし
や仕事
に役立
つ図書

館

（１）区民の悩みや
課題の解決を助け
る

① 課題解決支援のためのサービスの拡充

（２）人が集い、つな
がりを生む場づくり

（３）地域で活動する
団体との関係を築く
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第２次世田谷区立図書館ビジョン｜第３期行動計画（案）　事業項目一覧

① 地域文化、まちづくり等の区民活動に関する
資料の収集

区民活動に関する資料の収集

② 他機関と連携した資料情報の集約 区の他機関の発行する資料の収集・提供　【再掲】

① 図書館の取組みに関する情報発信 図書館サービス・事業の広報活動の充実

② 世田谷の魅力（世田谷らしさ）の発信 地域特性を踏まえた資料収集や事業及び情報発信の充実

地域資料の電子化の推進及び電子資料の公開方法等利活用の検討 重-４

行政資料の体系的収集方法の確立

②電子的な資料の収集・公開に関する検討 電子書籍の充実 重-４ 新規

① 図書館・図書館カウンターの機能の充実 図書館カウンターの評価・検証
一部
新規

改築・改修の推進

図書館情報システム及びホームページの機能向上 重-４
一部
新規

ICタグ及び関連機器の全館導入 重-４

中央図書館の機能・施設規模・設備の拡充・検討

中央図書館のマネジメント機能の充実 重-２ 新規

② 子どもサービス拠点としての機能の充実
中央図書館の機能・施設規模・設備の拡充・検討（子ども図書館機能）
【再掲】

重-３
一部
新規

① 区の教育機関・文化施設等との連携の拡充 区の他機関や大学・大学図書館等との連携の拡充

② 町会・自治会や商店街等民間団体との連携
の推進

町会、商店街等の地域団体との連携　【再掲】

③ 本や読書に関する区民団体との連携の推
進

書店・出版社等との連携事業の検討　【再掲】

中央図書館のマネジメント機能の充実　【再掲】 重-２ 新規

職員の人材育成計画の運用 重-２ 新規

② ニーズに応じた多様な運営体制の検証・構
築

運営体制の方針に基づく地域図書館への民間活用の推進・検証 重-２

（仮称）図書館運営協議会による事業の実施状況や運営状況の評価・公表 重-２ 新規

定期的なニーズ調査・満足度調査の実施

② 評価への利用者の視点の取り込み 評価・調査等を踏まえた改善策の作成・実施

【第３期】事業項目
重点プロ
ジェクト

新規
項目

（３）世田谷の教育・
文化機関と連携す
る

基本
方針

施策の
方向性

取組項目

５

図書館
ネット
ワーク
の構築

（１）図書館ネット
ワークを整備する ② 情報システム及び設備・施設上の整備の推

進

（２）中央図書館の
機能を拡充する

① 中枢機関としての機能の充実

４

世田谷
の魅力
を収集・
発信す
る図書

館

（１）世田谷の地域
活動の情報を集め
る

（２）世田谷の魅力を
広く伝える

６

専門性
と効率
性を両
立した
運営体
制の構

築

（１）民間活用を計画
的に導入する
【修正】

① ネットワークの中心となる中央図書館の運
営体制の検討

（２）職員に必要なス
キルと専門知識の
向上を図る

① 職員の専門性向上に向けた取組みの強化

①資料の電子化と公開に向けた検討（３）新しいメディア
での資料収集・公開
を進める

職員の人材育成計画の運用　【再掲】 重-２ 新規

（３）事業・運営の指
針・目標を示す

① 定期的な事業の実施状況や運営状況の評
価
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第１章 第２次世田谷区立図書館ビジョンの概要  
 

１ 世田谷区立図書館ビジョンの目的  

 

世田谷区立図書館ビジョンは、世田谷区立図書館の将来像を見据え、図書館を取り巻く

状況の変化に対応し、区民の期待や要望に的確に応え、世田谷区における知識・情報・文

化の拠点としての図書館をより一層充実・発展させるため、図書館サービスの基本方針を示

す計画です。 

第２次世田谷区立図書館ビジョン（以下、「第２次図書館ビジョン」）は、平成２２年に策定

された世田谷区立図書館ビジョン（以下、「第１次図書館ビジョン」）の中間見直し年に際し、

これまでの成果と課題を踏まえ、平成２７年に策定したものです。第１次図書館ビジョンの基

本理念である「知と学びと文化の情報拠点」を踏まえ、平成２６年３月に策定された世田谷区

基本計画ならびに第２次世田谷区教育ビジョンに掲げられた図書館像をめざし、新しい図

書館サービスを推進することを目的としています。 

さらに、第２次図書館ビジョンでは、子どもサービスの充実を図るために、これまで関連計

画として位置づけてきた世田谷区子ども読書活動推進計画を施策体系に取り込み、子ども

たちが読書に親しみ、楽しむための施策をより一層推進しています。 

第２次図書館ビジョンの計画期間は、平成２７年度からの概ね１０年間を計画期間としてい

ます。また、第２次図書館ビジョンの実現に向けて、２～４年程度の期間における具体的な

事業項目と年次別計画を示す行動計画を策定しており、第１期行動計画は平成２７年度か

ら２９年度までの３か年、第２期行動計画は平成３０年度から令和３年度の４か年を計画期間

としていました。 
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２ 基本理念と基本方針（施策展開の柱） 

 

第２次図書館ビジョンでは基本理念を「知と学びと文化の情報拠点」と定め、その実現に

向け、事業方針と運営方針からなる基本方針（施策展開の柱）を次のように定めています。 

事業方針は、図書館サービスの方向性を示すものです。図書館のこれまでのあり方を大

切にしながら、利用者の視点に立ち、多様なニーズに基づく新しい図書館サービスの実現

に向けた施策からなっています。また、運営方針は、そのサービスを実施するための体制や

運営・管理のあり方を示すものです。事業方針と運営方針が相互に補完しあうことで、効果

的に施策を進め、基本理念を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念：知と学びと文化の情報拠点 
 

図書館の公共性の観点に立ち、子どもが本に親しみ、豊かな精神的成長を助

けるとともに、大人の知的欲求と学習意欲に応えます。さらに、読書や地域文化

の情報収集と発信を通じて世田谷の魅力を見出し、それらの活動や文化の担い

手となるコミュニティの醸成につながる交流の場所、地域に開かれた知的な居場

所をめざします。 

《４つの視点》 

地域文化 コミュニティ 知と学び 子ども 
 

基本方針（施策展開の柱） 

事
業
方
針 

 

 

暮らしや仕事に 

役立つ図書館 

大人の学びを 

豊かにする図書館 

０歳児からの読書を 

支える図書館 

世田谷の魅力を 

収集・発信する図書館 

図書館ネットワークの構築 
専門性と効率性を 

両立した運営体制の構築 

運
営
方
針 
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３ 施策体系  

 
事業方針としては、子どもの読書に関わる「０歳児からの読書を支える図書館」、大人の

学びに関する「大人の学びを豊かにする図書館」、課題解決やコミュニティ形成に関わる

「暮らしや仕事に役立つ図書館」、地域文化を発信することをめざした「世田谷の魅力を

収集・発信する図書館」を掲げます。 

一方、運営方針としては、各図書館・図書室の役割や外部機関との連携をまとめた「図

書館ネットワークの構築」、管理運営の組織に関する「専門性と効率性を両立した運営体

制の構築」を掲げます。 

 各方針の施策の方向性、取組項目については、以下のとおりです。なお第３期行動計

画策定にあたり、障害者・高齢者など多様な利用者へのサービス充実の必要性などを見

据え、一部を修正しました。 

 

■施策体系 

事業方針 

基本方針 施策の方向性 取組項目 

１． 

０歳児か

らの読書

を支える

図書館 

（１）子どもが本に出

会う機会をつくる 
①図書館による子どもの読書を支援する取組みの拡充 

②地域・民間団体と協働した子どもの読書を支援する取組

みの推進 

（２）子どもサービス

の拠点をつくる 
①子どもサービスの推進に向けた図書資料等の充実 

②子どもの読書活動に関わる人材の育成 

（３）充実した学校図

書館づくりを支援する 
①学校図書館に関わる人材の育成 

②地域との連携を深める取組みの推進 

③学校図書館に対する支援と体制の確立 

２． 

大人の学

びを豊か

にする図

書館 

（１）多様な学びの機

会をつくる 

①図書資料等の充実と区民と情報をつなぐサービスの推進 

②主体的な学びを促す事業の実施 

③多様な利用者へのサービスの充実 【新規】 

（２）お互いに学びあ

う機会をつくる 
①知識や情報を共有する事業の実施 

②学習成果の発信 

（３）地域で学びを活

かす人材を育てる 
①読書や情報に関わるボランティアの育成 

②ボランティア活動等区民参画の促進 

３． 

暮らしや

仕事に役

立つ図書

館 

（１）区民の悩みや課

題の解決を助ける 
①課題解決支援のためのサービスの拡充 

②地域文化活動を支援するレファレンス等の検討 

（２）人が集い、つな

がりを生む場づくり 
①利用者同士の交流を促す事業の実施 

②人が集うためのスペースの充実 

（３）地域で活動する

団体との関係を築く 
①地域で活動する機関・団体との積極的な連携の推進 

②本を用いた地域文化活動に対する支援の推進 
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事業方針 

基本方針 施策の方向性 取組項目 

４． 

世田谷の

魅力を収

集・発信

する図書

館 

（１）世田谷の地域活

動の情報を集める 

①地域文化、まちづくり等の区民活動に関する資料の

収集 

②他機関と連携した資料情報の集約 

（２）世田谷の魅力を

広く伝える 
①図書館の取組みに関する情報発信 

②世田谷の魅力（世田谷らしさ）の発信 

（３）新しいメディア

での資料収集・公開を

進める 

①資料の電子化と公開に向けた検討 

②電子的な資料の収集・公開に関する検討 

運営方針 

基本方針 施策の方向性 取組項目 

５． 

図書館ネ

ットワー

クの構築 

（１）図書館ネットワ

ークを整備する 
①図書館・図書館カウンターの機能の充実 

②情報システム及び設備・施設上の整備の推進 

（２）中央図書館の機

能を拡充する 
①中枢機関としての機能の充実 

②子どもサービス拠点としての機能の充実 

（３）世田谷の教育・

文化機関と連携する 
①区の教育機関・文化施設等との連携の拡充 

②町会・自治会や商店街等民間団体との連携の推進 

③本や読書に関する区民団体との連携の推進 

６． 

専門性と

効率性を

両立した

運営体制

の構築 

（１）民間活用を計画

的に導入する 【修正】 

①ネットワークの中心となる中央図書館の運営体制の

検討 

②ニーズに応じた多様な運営体制の検証・構築 

（２）職員に必要なス

キルと専門知識の向上

を図る 

①職員の専門性向上に向けた取組みの強化 

（３）事業・運営の指

針・目標を示す 
①定期的な事業の実施状況や運営状況の評価 

②評価への利用者の視点の取り込み 
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４ これまでの主な取組みと課題  ― 第１期・第２期行動計画  

 

平成２７年４月に策定された第１期行動計画では、予約資料の貸出・返却、登録等を主な

機能とする新たな施設である図書館カウンターを、二子玉川、三軒茶屋の２か所に開設した

ほか、地域図書室への図書館情報システムの導入、世田谷図書館の月曜開館・開館時間

の延長など、利用者の利便性の向上を図りました。 

第１期行動計画での成果と課題を踏まえ、第２次図書館ビジョンの実現に向け、平成３０

年度から令和３年度までの４か年を計画期間とする第２期行動計画を策定し、各事業の推

進に取り組んできました。 

第２期行動計画では、ＩＣタグ及び関連機器の導入を順次進めたほか、令和４年３月に図

書館カウンター下北沢を開設するなど、図書館ネットワークの整備を推進しました。 

また、図書館サービスの向上と効率的な運営を図るため、平成３１年度から、梅丘図書館

に一部業務委託を導入しました。また令和２年度には、学識経験者や公募区民等とともに、

図書館サービスのあり方や運営体制などについて検討しました。 

第２期行動計画期間中に発生した新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、図書

館は長期に渡る臨時休館や一部業務休止、開館してからも閲覧席や滞在時間の制限、イ

ベントの中止や参加人数の制限などを余儀なくされました。休館中の予約確保資料の貸出

宅配サービスの実施や図書館ホームページを活用した情報発信、電子書籍サービスの開

始などの非来館型サービスの充実や、感染症対策を徹底した施設利用やイベントの工夫な

どに取り組みましたが、休館中には、利用者からは図書館の開館や資料の貸出を求める数

多くの声とともに、図書館が利用できなかったことで、改めて読書の大切さや生活に図書館

が欠かせない施設であることを再認識したなどの思いも多く寄せられました。今後も、感染症

対策の徹底や非来館型サービスの更なる充実とともに、緊急時でも安全を確保しつつ、利

用者の思いに応えられる図書館をめざして運営していく必要があります。 

第２期行動計画の基本方針（施策展開の柱）ごとの主な取組みの実績と課題は以下のと

おりです。事業項目の多くは達成途中であり、その取組みや達成状況等を踏まえ、第２期行

動計画で定めた事業項目の達成に向け、今後も継続して取り組んでいく必要があります。 

 

 

基本方針１  ０歳児からの読書を支える図書館 
 

○絵本ではぐくむ子育て支援事業の一環として、全館での赤ちゃんおはなし会の開催を継

続して実施したほか、おすすめする赤ちゃん絵本コーナーの各館への設置を進め、乳幼

児から絵本に親しむ機会を増やしました。 

○中高生を対象に、作家による講演会、絵本づくり講座等を実施しました。中高生は読書量

や来館の機会が減る傾向があるため、読書への興味や図書館への来館を促すよう、今後

も継続して事業を実施するとともに、親和性の高いと思われる電子書籍等の活用も含め、
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読書機会の拡大等について検討していかなければなりません。 

○配慮を要する子どもの読書推進のため、マルチメディアデイジー資料、LL ブック等のバリ

アフリー資料の購入を進め、多くの館で「りんごの棚」「やさしい本のコーナー」などの専用

コーナーを設置しました。 

○学校図書館運営体制の改善のため、学校図書館司書の配置を順次進め、令和元年度ま

でにすべての小・中学校全９０校への配置を行いました。開館時間の増大等により、利用

者数、図書の貸出数も増え、利用が拡大しました。今後も、学校図書館と区立図書館との

連携を進める方策について検討していく必要があります。 

 

基本方針２  大人の学びを豊かにする図書館 
 

○障害者サービスを担う人材を育成するため、録音資料を作成する音訳ボランティア養成

講座（初級）（中級）を継続して実施しました。また障害者の読書環境を拡充するため、視

覚障害者情報総合ネットワーク（サピエ図書館）に加入しました。今後、サービス内容や周

知方法を見直し、障害者サービスのより一層の充実を図っていく必要があります。 

○郷土資料館や世田谷文学館の企画展等と連携し、関連する収蔵品や図書館資料の展

示を行ったほか、各区民センター運営協議会の主催行事への図書館資料の提供、生涯

学習事業参加者への図書館ツアーの実施など、区の生涯学習事業との連携を進めまし

た。 

○図書館利用者による学習活動発表会「学びのプレゼン」の新たな試みとして、図書館資

料を参考にして制作した工作・折り紙等の作品展示、ワークショップを開催し作成した作

品の発表・展示など、各事業の企画等を工夫し活性化を図りました。 

○区民の知識や経験を活かす機会を提供し、図書館活動への区民参画を促進するため、

図書館ボランティアの活動内容の拡大について検討を進め、試行を実施しています。コロ

ナ禍を踏まえた、安心してボランティア活動のできる環境づくりが課題です。 

 

基本方針３  暮らしや仕事に役立つ図書館 
 

○図書館が有する資料や情報を有効に活用できるよう、図書館活用講座（入門編）（中級編）

や情報検索講座を中央図書館と地域図書館数館で継続して開催しました。図書館活用

講座では、都立図書館や区内資料館とも連携し、見学ツアーなども実施しました。またパ

スファインダー「世田谷の○○を調べる」も継続して発行し、利用者の調査・学習等の一

助としました。 

○図書館ホームページに「図書館で調べる」「世田谷を知る」ページを設け、「レファレンス事

例集」の定期的な公開などを継続して進めました。レファレンスサービスの認知度が、利

用者アンケートでは３割程度と必ずしも多くないため、レファレンスサービス周知用のポス

ターやしおりを新たに作成し、各館で掲示・配布を行いました。これからもレファレンスサ

ービスの周知に積極的に取り組んでいくことが重要です。 

17



7 

○職員のレファレンス能力向上のため、図書館内での研修のほか、都立図書館から講師を

招いたレファレンス研修を実施しました。今後も専門的な研修を継続してレベルアップを

図るとともに、新規職員等のボトムアップのために、日常的な業務を行うなかでの能力向

上方策を検討していく必要があります。 

○各館で実施しているテーマ展示は、季節の行事や時事的なテーマについて職員がセレク

トした図書館資料を館内に展示するもので、利用者が新しい分野の資料を手に取るきっ

かけにもなっています。特に中央図書館などでは、区民の日々の暮らしや仕事、地域の

課題解決を支援するため、「ユニバーサルデザイン」「認知症予防」など、区の政策・事業

や地域の課題に関する展示にも、各担当部署と連携して取り組みました。 

○区の各所管課が政策の立案や事業を計画するに当たり、必要となる統計資料や他の自

治体での事例などの資料調査・提供などを行う行政支援サービスを開始しました。これに

より、各所管課での行政サービスがより効果的・効率的に実施され、区民サービスの向上

につなげます。活用の拡大に向けた周知と効果的な提供方法等について、今後も検討を

進めます。 

 

基本方針４  世田谷の魅力を収集・発信する図書館 
 

○地域資料の更なる充実に向けて、区が発行する行政資料の網羅的な収集制度の確立に

ついて検討を進めました。膨大に発行される行政資料のうち収集・保存すべき資料の精

査、収集した資料の効率的な整理・保存の方法など、デジタル技術の活用も含めた検討

が課題です。 

○各地域のまちづくりセンターと連携して、区民団体の広報紙やあんしんすこやかセンター

の情報などの地域に関する情報を広く収集し、専用コーナーを設けて、身近な地域の情

報発信を進めました。今後も、地域の情報を収集・発信していくには、地域の行政サービ

ス・まちづくりの拠点であるまちづくりセンターとの連携を進めていく必要があります。 

○平成３０年３月から「世田谷区家庭読書の日」（毎月２３日）に、読書についてのコラム（職

員が執筆）の掲載や全館的なイベントの実施報告を掲載するなど、図書館ホームページ

を活用した情報発信を進めてきました。特にコロナ禍により完全休館となった際には、図

書館ホームページ以外にはサービス提供の手段を失うこととなり、「本で旅をしよう！～図

書館員がオススメする本」と題したコラムを６回に渡り掲載し続け、図書館としての最低限

の情報提供機能の継続を図りました。 

○区のおしらせ「せたがや」の 1 面での図書館特集や教育広報紙「せたがやの教育」をはじ

め、区の他所管発行の情報誌や民間発行の情報誌等での図書館関連の情報掲載に努

めたほか、地域との連携を生かし、町会・自治会等の広報紙や地区のミニコミ紙で掲載さ

れた図書館もありました。また、区のホームページ、教育委員会事務局ツイッター等のさま

ざまな媒体を活用して図書館からの積極的な情報発信を行いました。 

○コロナ禍での臨時休館で図書館サービスが提供できなかったことを踏まえ、また図書館に

来館することが困難な方や障害者の読書環境を整備するため、非来館型サービスである
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電子書籍サービスを、令和２年１１月から導入しました。利用の選択肢が増えたことで利用

者サービスの向上に大きくつながりましたが、図書館での電子書籍貸出については、法

令上や契約上での制約も大きく、魅力あるコンテンツの充実が課題であり、今後も電子書

籍業界やサービス提供事業者など、著作権法改正等の動きも見据え、社会的動向を注

視していく必要があります。 

 

基本方針５  図書館ネットワークの構築 
 

○予約資料の貸出、返却、予約受付のほか、利用登録や簡易なレファレンスも受け付ける

新たなサービスポイント「図書館カウンター」を二子玉川と三軒茶屋に続き、令和４年３月

に、下北沢に開設しました。 

○利用者の利便性の向上をめざし、資料管理へのＩＣタグ・自動貸出機等の関連機器類の

導入を、平成２９年度の世田谷・経堂の地域図書館２館の全蔵書へのＩＣタグ貼付作業か

ら始め、翌３０年度には、区内で初めての自動貸出機の運用を２館で開始しました。その

後、順次、各館の蔵書へのＩＣタグ貼付・機器導入を進め、改築工事が延期となった梅丘

図書館以外のすべての図書館・図書室の全蔵書へのＩＣタグ貼付作業は令和３年度に終

了し、令和４年度には梅丘図書館を除く全館で自動貸出機等の設置・運用が完了する予

定です。 

○令和２年度からの改築工事を予定していた梅丘図書館は、コロナ禍を受けた区の事務事

業等の緊急見直しなどにより、令和５年度改築工事開始、令和７年度竣工・開設と延期に

なりました。また施設からの教育センター機能移転（令和３年度）を見据え、大規模改修工

事を伴う中央図書館の機能拡充の検討を進めてきましたが、区役所本庁舎整備に伴う仮

執務室確保などのため、本格的な機能拡充については、令和９年度以降に延期となりま

した。ただし中央図書館の機能拡充については、喫緊の課題であり、現状で可能な機能

拡充について、検討・実施を進めていかなければなりません。 

○区内の大学や学生団体と協力して、大学連携講座やおはなし会などのイベントの実施や

町会・商店会との意見交換会や主催イベントへの参加、区内美術館・文学館等と連携し

ての資料展示など、各館で地域の教育機関や地域団体とのネットワークづくりを進めまし

た。これらの活動を継続するとともに、一部の図書館だけでなく、より多くの館で実施する

ことが必要です。 

 

基本方針６  専門性と効率性を両立した運営体制の構築 
 

○図書館サービスの向上と効率的な運営を図るため、民間活用を推進し、平成３１年度から

梅丘図書館に一部業務委託を導入しました。また「世田谷区立図書館運営体制あり方検

討委員会報告書」（後述）を踏まえた方針に基づき、経堂図書館に加え、烏山図書館と下

馬図書館の２館へ、令和４年度からの指定管理者制度をモデル的に導入するための準

備を進めました。また令和４年３月に新規に開設した図書館カウンター下北沢についても、
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二子玉川・三軒茶屋の図書館カウンターと同様に業務委託としました。 

○令和２年度に、学識経験者や公募区民からなる「世田谷区立図書館運営体制あり方検討

委員会」を組織し、図書館サービスのあり方や運営体制などについて検討し、報告書がと

りまとめられました。報告書を踏まえた方針では、①中央図書館のマネジメント機能強化

②民間活用③（仮称）図書館運営協議会の設置、の３つを取組みの柱とし、それぞれに

取り組みました。今後も、方針に基づき、３つの柱の実現に向け、継続して取り組んでい

かなければなりません。 

○区民のニーズや利用者の動向を把握し、より良い図書館サービスの実現をめざすため、

図書館アンケート調査を平成２８年度から毎年実施し、その結果を図書館ホームページ

等で公開しています。令和２年度は平成２９年度以来３年振りに郵送による調査も実施し

たほか、コロナ禍を踏まえ、従来の館内での調査票配布に加え、ＷＥＢでの回答を可能に

するなど、調査・回答方法を工夫して実施しました。毎年実施することにより、利用状況・

要望等の推移が把握できるため、今後も継続して実施し、アンケート調査結果を十分に

参考にして、計画を策定し推進していく必要があります。 
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第２章 第３期行動計画  
 

１ 第３期行動計画の位置づけと計画期間  

 
第３期行動計画は、第２期行動計画に引き続き、第２次図書館ビジョンの実現に向けた具

体的な方策を示すものです。第２期行動計画の取組みや達成状況等を踏まえるとともに、第

２期行動計画策定後に制定・施行された「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関す

る法律」（以下「読書バリアフリー法」）、国や東京都の子ども読書活動に関する計画の改定、

新型コロナウイルス感染症の拡大などの社会状況の変化や「世田谷区立図書館運営体制

あり方検討委員会報告書」を踏まえた方針等に基づき、新たな事業項目及び年次別計画を

定めました。 

また第３期行動計画策定にあたっては、第２次図書館ビジョンで定めた施策の方向性、取

組項目を一部見直すなど、令和６年度からの次期計画策定に向けての準備計画とも位置付

けられます。 

なお第３期行動計画の計画期間は、「第２次世田谷区教育ビジョン調整計画」及び「世田

谷区 未来つながるプラン（実施計画）」の期間と整合を図るため、令和４年度から５年度の２

か年として策定しました。 

 

 

 

 

 

  

平成 

27年度 

（2015） 

平成 

28年度 

（2016） 

平成 

29年度 

（2017） 

平成 

30年度 

（2018） 

令和 

元年度 

（2019） 

令和 

２年度 

（2020） 

令和 

３年度 

（2021） 

令和 

４年度 

（2022） 

令和 

５年度 

（2023） 

令和 

６年度 

（2024） 

令和 

７年度 

（2025） 

           
世田谷区基本計画   

      
第２次世田谷区教育ビジョン   

      

第２次世田谷区立図書館ビジョン   

                      
第１期行動計画 第２期行動計画 第３期 

行 動 計 画 

次期基本計画 

次期教育 
ビジョン・ 
行動計画 
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２ 第３期行動計画の重点プロジェクト 

 

第３期行動計画の２年間では、第２次図書館ビジョンの６つの基本方針や取組項目を踏

まえるとともに、「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会報告書」に基づく３つの取

組みの柱の方針等も踏まえ、中央図書館のマネジメント機能を強化し、（仮称）図書館運営

協議会への区民参画を進め、図書館の公共性と専門性を維持しながら民間を活用した運

営体制等の構築をめざします。 

第３期行動計画において特に重点的に推進する４つの重点プロジェクトと１つの視点を定

め、第３期行動計画の２年間に力点を置いて、横断的に取組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点プロジェクト ２ 

図書館の公共性の維持と基本的機能の拡充 

区民の知る自由を保障し、区立図書館としての公共性や専門性を維持するため、
人材確保や組織体制の整備等の中央図書館のマネジメント機能の強化等により、図
書館の基本的な機能である資料収集・提供やレファレンス機能を充実します。また
民間活用館を含めた区立図書館全体の運営やサービスを客観的に評価する（仮称）
図書館運営協議会の設置・運用を進め、図書館運営への区民参画を図ります。 

 レファレンスサービスの充実 

 レファレンスサービスの利用促進 

 資料・情報の充実 

 図書館運営への区民参画の検討 

 中央図書館のマネジメント機能の充実 

 職員の人材育成計画の運用 

 運営体制の方針に基づく地域図書館への民間活用の推進・検証 

 （仮称）図書館運営協議会による事業の実施状況や運営状況の評価・公表 

   

重点プロジェクト １ 

誰もが安心して利用し続けられる図書館 

コロナ禍での臨時休館等の経験を踏まえた図書館サービスの継続手法について検
討するとともに、誰もが安心して利用できる図書館をめざします。電子書籍サービス
等の非来館型のサービスを充実するとともに、すべてをデジタル化するのではなく、
「交流」や「場」としての図書館を安心して利用できるような対策も検討・実施しま
す。 

 非来館型サービスの充実 

 快適で安全な図書館環境の推進 

 障害者・高齢者・多文化サービスの充実 

 利用者がつながり交流を生む事業の検討・実施 
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重点プロジェクト ３ 

子どもの発達段階に応じた読書機会の提供による読書習慣の継続 

乳幼児から小学生・中高生までの、それぞれの発達段階に応じた読書に興味・関心
を惹く講演会やビブリオバトル、図書館体験等の事業・取組みを実施することによ
り、早期に読書の習慣を身に付けるとともに、その継続を図ります。 

 子どもの発達段階に応じた読書推進事業の充実（絵本ではぐくむ子育て支援

事業）（小学生の読書推進事業）（中高生の読書推進事業） 

 中央図書館を活用した若い世代を対象とした機能整備の検討・実施 

 配慮を要する子どものための資料の充実 

 多言語対応や多文化理解に対応した資料の充実 

 子ども読書リーダーや読書活動に関わる中高生等の育成 

 

重点プロジェクト ４ 

ICTの活用によるサービス向上と DXの検討 

図書館情報システム更新やホームページ機能向上等の ICT の活用により、利用者
の利便性の向上や業務の効率化による図書館サービスの向上を図るとともに、ＩＣ
タグの活用等により、DX（デジタルトランスフォーメーション）の進展にも備えた
検討も進めます。 

 地域資料の電子化の推進及び電子資料の公開方法等利活用の検討 

 電子書籍の充実 

 図書館情報システム及びホームページの機能向上 

 ＩＣタグ及び関連機器の全館導入 

≪ 視  点 ≫ 

SDGｓの支援 「誰一人取り残さない」 

SDGｓ（持続可能な開発目標）は、平成 27年の国連サミットで採択された国際
目標で、持続可能な社会を目指すための 17 のゴール（目標）から構成されていま
す。国内でも、国や都、世田谷区などの地方自治体をはじめ、民間企業や教育機関、
各種団体等において、SDGｓの実現に向けた様々な取組みが行われています。 

図書館でも SDGｓの視点を持ち、ゴール④「質の高い教育をみんなに」を中心
に、すべてのゴールについての資料や情報を区民に提供することにより、SDGsの
実現に繋げます。 
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 ３ 第３期行動計画の施策体系と事業項目  

 

基本方針１  ０歳児からの読書を支える図書館 

施策の方向性 取組項目 事業項目 

（１）子ども

が本に出会

う機会をつ

くる 

①図書館による子どもの

読書を支援する取組みの

拡充 

絵本ではぐくむ子育て支援事業の充実          重-３ 

小学生の読書推進事業の充実 重-３ 

中高生の読書推進事業の充実 【一部新規】 重-３ 

②地域・民間団体と協働

した子どもの読書を支援

する取組みの推進 

家庭での読書推進事業の充実 

地域と連携した事業や子ども関連施設の読書活動へ

の支援の推進 

（２）子ども

サービスの

拠点をつく

る 

①子どもサービスの推進

に向けた図書資料等の充

実 

児童資料、中高生向き資料の充実 【一部新規】 

配慮を要する子どものための資料の充実 重-３ 

多言語対応や多文化理解に対応した資料の

充実 
重-３ 

中央図書館の機能・施設規模・設備の拡

充・検討（子ども図書館機能） 【一部新

規】 

重-３ 

②子どもの読書活動に関

わる人材の育成 
おはなし会ボランティア講座の実施  

子ども読書リーダーや読書活動に関わる中

高生等の育成 【一部新規】 
重-３ 

子どもサービスに関する専門性を持った職員の育成 

（３）充実し

た学校図書

館づくりを

支援する 

①学校図書館に関わる人

材の育成 
学校図書館の運営体制の充実  

②地域との連携を深める

取組みの推進 
学校図書館の地域利用の充実  

PTA、ボランティアとの連携の推進  

③学校図書館に対する支

援と体制の確立 
区立図書館との連携の推進   

 

 

   
基本方針２  大人の学びを豊かにする図書館 

施策の方向性 取組項目 事業項目 

(１ )多様な

学びの機会

をつくる 

①図書資料等の充実と区

民と情報をつなぐサービ

スの推進 

資料・情報の充実 【一部新規】 重-２ 

非来館型サービスの充実 【新規】 重-１ 

快適で安全な図書館環境の推進 【新規】 重-１ 

②主体的な学びを促す事

業の実施 

図書館利用の契機となる様々な分野の事業の検討・

実施 

24



14 

③多様な利用者へのサー

ビスの充実 【新規】 
障害者サービスの充実 【新規】 重-１ 

高齢者サービスの充実 【新規】 重-１ 

多文化・多言語サービスの充実 【新規】 重-１ 

(２ )お互い

に学びあう

機会をつく

る 

①知識や情報を共有する

事業の実施 
知識や情報を共有する事業の検討・実施  

②学習成果の発信 利用者による「学習活動発表会」の実施  

(３ )地域で

学びを活か

す人材を育

てる 

①読書や情報に関わるボ

ランティアの育成 
ボランティア講座等の実施及び修了者の活動支援 

②ボランティア活動等区

民参画の促進 
ボランティア活動の拡充検討  

図書館運営への区民参画の検討 【新規】 重-２ 

    
基本方針３  暮らしや仕事に役立つ図書館 

施策の方向性 取組項目 事業項目 

(１ )区民の

悩みや課題

の解決を助

ける 

①課題解決支援のための

サービスの拡充 
レファレンスサービスの充実 【一部新規】 重-２ 

レファレンスサービスの利用促進 【一部

新規】 
重-２ 

相談事業との連携 

テーマ本展示の拡充  

②地域文化活動を支援す

るレファレンス等の検討 
区の他機関の発行する資料の収集・提供  

(２ )人が集

い、つながり

を生む場づ

くり 

①利用者同士の交流を促

す事業の実施 

利用者がつながり交流を生む事業の検討・

実施 
重-１ 

②人が集うためのスペー

スの充実 
交流スペースの設置・拡充検討  

(３ )地域で

活動する団

体との関係

を築く 

①地域で活動する機関・

団体との積極的な連携の

推進 

町会、商店街等の地域団体との連携  

②本を用いた地域文化活

動に対する支援の推進 
書店・出版社等との連携事業の検討  

    
基本方針４  世田谷の魅力を収集・発信する図書館 

施策の方向性 取組項目 事業項目 

(１ )世田谷

の地域活動

の情報を集

める 

①地域文化、まちづくり

等の区民活動に関する資

料の収集 

区民活動に関する資料の収集 

②他機関と連携した資料

情報の集約 
区の他機関の発行する資料の収集・提供 【再掲】 
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(２ )世田谷

の魅力を広

く伝える 

①図書館の取組みに関す

る情報発信 
図書館サービス・事業の広報活動の充実     

②世田谷の魅力（世田谷

らしさ）の発信 

地域特性を踏まえた資料収集や事業及び情報発信

の充実 

(３ )新しい

メディアで

の資料収集・

公開を進め

る 

①資料の電子化と公開に

向けた検討 

地域資料の電子化の推進及び電子資料の公

開方法等利活用の検討 
重-４ 

行政資料の体系的収集方法の確立  

②電子的な資料の収集・

公開に関する検討 
電子書籍の充実 【新規】 重-４ 

    
基本方針５  図書館ネットワークの構築 

施策の方向性 取組項目 事業項目 

(１ )図書館

ネットワー

クを整備す

る 

①図書館・図書館カウン

ターの機能の充実 
図書館カウンターの評価・検証 【一部新規】 

②情報システム及び設

備・施設上の整備の推進 

改築・改修の推進 

図書館情報システム及びホームページの機

能向上 【一部新規】 
重-４ 

ICタグ及び関連機器の全館導入 重-４ 

(２)中央図書

館の機能を拡

充する 

①中枢機関としての機能

の充実 

中央図書館の機能・施設規模・設備の拡充・

検討 
 

中央図書館のマネジメント機能の充実 

【新規】 
重-２ 

②子どもサービス拠点と

しての機能の充実 

中央図書館の機能・施設規模・設備の拡充・

検討（子ども図書館機能） 【一部新規】 

【再掲】 

重-３ 

(３ )世田谷

の教育・文化

機関と連携

する 

 

①区の教育機関・文化施

設等との連携の拡充 
区の他機関や大学・大学図書館等との連携

の拡充 
 

②町会・自治会や商店街

等民間団体との連携の推

進 

町会、商店街等の地域団体との連携【再掲】  

③本や読書に関する区民

団体との連携の推進 
書店・出版社等との連携事業の検討【再掲】  

    
基本方針６  専門性と効率性を両立した運営体制の構築 

施策の方向性 取組項目 事業項目 

(１ )民間活

用を計画的

に導入する 

【修正】 

①ネットワークの中心と

なる中央図書館の運営体

制の検討 

中央図書館のマネジメント機能の充実 

【新規】【再掲】 
重-２ 

職員の人材育成計画の運用 【新規】 重-２ 
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②ニーズに応じた多様な

運営体制の検証・構築 
運営体制の方針に基づく地域図書館への民

間活用の推進・検証 
重-２ 

(２)職員に必

要なスキルと

専門知識の向

上を図る 

①職員の専門性向上に向

けた取組みの強化 
職員の人材育成計画の運用 【新規】【再掲】 重-２ 

(３)事業・運

営の指針・目

標を示する 

 

①定期的な事業の実施状

況や運営状況の評価 
（仮称）図書館運営協議会による事業の実

施状況や運営状況の評価・公表 【新規】 
重-２ 

定期的なニーズ調査・満足度調査の実施  

②評価への利用者の視点

の取り込み 

評価・調査等を踏まえた改善策の作成・実

施 
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４ 第３期行動計画事業項目・年次計画  

 

基本方針１  ０歳児からの読書を支える図書館  

（１）子どもが本に出会う機会をつくる 

①図書館による子どもの読書を支援する取組みの拡充 

乳幼児から小学生、中高生、そして大人へと読書や学びの習慣

が続くよう、子どもの成長段階に応じた切れ目のない読書支援を

行います。読書量の減少する傾向のある中高生世代には、読書

への興味関心を惹くような講演会やビブリオバトル、図書館体験

等の事業を実施するとともに、事業の効果的な周知方法等につい

ても検討・実施します。また、中央図書館を活用した若い世代を対

象とした図書館サービス機能検討・整備を進めます。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

絵本ではぐくむ子育て支
援事業の充実 

・赤ちゃんおはなし会等の充実 

・絵本・わらべうた講座等の乳幼児向け事業の拡充 

・はじめて出会う絵本事業等の検討・拡充 

小学生の読書推進事業の
充実 

・出張ブックトークの検討・実施 

・調べる力を養う事業の検討・実施 

中高生の読書推進事業の
充実 

・中高生向け事業（講演会、ビブリオバトル、図書館体験等）
の事業及び周知の充実検討 

・若い世代を対象とした図書館サービス機能（整備）の検討・
実施 

 

 

 

 

 

 

 

②地域・民間団体と協働した子どもの読書を支援する取組みの推進 

図書館と地域や民間団体などとの連携を進め、子どもの読書を支援する取組みを

推進します。家庭での読書を推進するため、「子ども読書の日」や「読書週間」等の機

会を捉え、家庭読書の契機となるような取組みを充実させていきます。地域の保育園・

幼稚園・児童館等へ図書館員が出向き行っているおはなし会、読書相談会などの相

読んだ本を自分で記録 

できる「どくしょノート」 

小学校への 

出張おはなし会 

中高生に向け

た「ティーンズ

コーナー」 
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談機能や団体貸出を充実するとともに、民間の子育て団体等との新たな連携も進めま

す。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

家庭での読書推進事業の
充実 

・「子ども読書の日」「家庭読書の日」「読書週間」等での家庭
読書の契機となる事業の充実検討 

地域と連携した事業や子
ども関連施設の読書活動
への支援の推進 

・子ども読書活動推進フォーラムの充実検討 

･出張おはなし会､読書相談会等の充実検討 

･保育園･幼稚園･児童館等への相談・支援機能、団体貸出の充実
検討 

 

（２）子どもサービスの拠点をつくる 

①子どもサービスの推進に向けた図書資料等の充実 

子どもの読書活動を支援する取組みや地域などへの支援を行うため、継続して、絵

本、児童資料、ヤングアダルト資料の収集に努めるほか、絵本・児童資料については、

ロングセラーなどの基本図書の充実などを計画的に進めるための蔵書構築についても

検討を進めます。視覚障害など配慮を要する子どもの読書

のため、布絵本やマルチメディアデイジー、録音図書、大

活字本、LL ブックなども充実を図ります。また「中央図書館

機能拡充基本構想報告書」をもとにとりまとめた機能拡充の

方向性を見据え、教育センター機能移転後の施設活用に

おける中央図書館子ども図書館機能についても検討を進

めるとともに、若い世代を対象とした図書館サービス機能

の整備を検討・実施します。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

児童資料、中高生向き資料
の充実 

・基本図書の充実（方策の検討）及び蔵書構築計画の検討 

・中高生向き資料（電子書籍含む）の収集の充実 

配慮を要する子どものた
めの資料の充実 

・布絵本、マルチメディアデイジー、録音図書、大活字本、LLブ
ック等の充実 

多言語対応や多文化理解
に対応した資料の充実 

・多言語おはなし会など、多言語に親しむ事業の充実・検討、資
料等の充実 

・外国語絵本等の充実 

中央図書館の機能・施設規
模・設備の拡充・検討（子
ども図書館機能） 

・子ども図書館機能の検討 

・若い世代を対象とした図書館サービス機能（整備）の検討・実
施 

子ども向けバリアフリー資料を 

集めた「りんごのたな」 

29



19 

②子どもの読書活動に関わる人材の育成 

子どもの読書活動や読み聞かせなどに関心のある区民と協力して事業を進めるた

め、おはなし会ボランティア講座や子ども読書リーダー（子ども司書）講座などを継続し

て実施します。子ども読書リーダー講座の修了者へのフォローアップや、中高生の図

書館ボランティア体験などについても実施します。また、子どもの読書活動に関わる人

材を育成し、活動を支援するため、子どもサービスに関する職員の専門性を高めます。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

おはなし会ボランティア
講座の実施 

・おはなし会ボランティア講座の実施 

子ども読書リーダーや読
書活動に関わる中高生等
の育成 

・子ども読書リーダー講座の継続実施、フォローアップ研修の検
討・実施 

・中高生の図書館ボランティア体験の検討・実施 

子どもサービスに関する
専門性を持った職員の育
成 

・担当者研修の充実、外部の専門研修への参加拡充検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども読書リーダーによるおはなし会 

中学校の図書委員の 

おすすめ本の紹介 

子ども読書リーダー講座 
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（３）充実した学校図書館づくりを支援する 

①学校図書館に関わる人材の育成 

学校図書館の運営体制を充実させるため、学校図書館司書の全校への配置を継

続して実施します。学校図書館司書を活用し、更なる学校図書館と区立図書館の連携

強化を検討していきます。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

学校図書館の運営体制の
充実 

・学校図書館司書業務委託の継続 

 

②地域との連携を深める取組みの推進 

学校は、子どもたちの学習の場であることを基本としつつ、地域との連携を深める取

組みを推進する場としての活用を図ります。近隣の幼稚園、保育園等を通じて就学前

の幼児とその保護者に呼びかけ、読み聞かせへの参加や学校図書館の利用を促し、

地域への開放を図っていきます。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

学校図書館の地域利用の
充実 

・就学前幼児等への学校図書館開放の充実 

PTA、ボランティアとの連
携の推進 

・読み聞かせ、ブックトーク等の実施 

 

③学校図書館に対する支援と体制の確立 

学校図書館の充実に向け、区立図書館の豊富な図書資料等や

選書などのスキルを有効に活用することが求められます。学級文庫

のための団体貸出や調べ学習用の資料提供といった支援の充実

のほか、区立図書館と学校図書館司書等との交流会の開催等によ

る情報交換、選書のための資料情報提供や学校向けのレファレン

スなども充実を図ります。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

区立図書館との連携の
推進 

・団体貸出、調べ学習資料・資料情報提供の充実 

・レファレンスの支援の充実検討 

 

  

調べ学習資料の配送 
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基本方針２  大人の学びを豊かにする図書館  

（１）多様な学びの機会をつくる 

①図書資料等の充実と区民と情報をつなぐサービスの推進 

毎年実施している来館者アンケートでも、利用者からの要望が最も多いのは蔵書・

資料の充実です。図書館サービスの根幹をなす図書資料等の充実に継続して取り組

むとともに、現状の蔵書構成等を評価・分析し、将来を

見据えた蔵書構築について検討を進めます。 

コロナ禍での臨時休館等を教訓に、図書館利用登録

などの来館を前提とした現行サービスの運用の見直し

や、令和２年度に導入した電子書籍サービス等の新た

な非来館型サービスを検討・拡充します。ただし、すべ

てを非来館・デジタル化するのではなく、「交流」や「場」としての図書館を安心して利

用できるように、新型コロナウイルス対策の徹底などの管理・運用面での対策も検討・

実施します。 

 

 

 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

資料・情報の充実 
・図書館資料の充実 

・蔵書構築計画の検討 

非来館型サービスの充実 ・非来館型サービスの検討・拡充 

快適で安全な図書館環境
の推進 

・感染症対策等を踏まえた管理・運営の推進 

 

②主体的な学びを促す事業の実施 

図書館のロビー等を会場とした音楽会や多彩な

テーマの講演会等の事業を行い、これまで図書館

に来る機会の少なかった区民の図書館利用へのき

っかけづくりを図ります。また、図書館の図書資料等

を活用した主体的な学びを促すことを目的として、

資料の探し方や調べ方、様々なテーマでの講演・
落語と読書 
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講座などの図書館活用講座等の実施を通じて、テーマ

に関連する資料を手に取り、学びを広げる機会を提供し

ます。 

 

 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

図書館利用の契機となる
様々な分野の事業の検
討・実施 

・図書館活用講座・情報検索講座等の充実 

・講演会、コンサート、落語等の多彩な事業の実施 

 

③多様な利用者へのサービスの充実 

図書館は年齢や国籍、言語、障害の有無等に関わらず、誰にでも開かれた施設で

あり、図書館利用に障害のある利用者への読書・学習環境を整備する必要があります。

読書バリアフリー法の趣旨を踏まえ、点字図書館やサピエ図書館などと連携し、視覚

障害者等が利用しやすい書籍等の提供の充実を図るとともに、資料検索や周知方法

にも配慮し、障害者が利用しやすいサービスを拡充します。また、高齢者のいきがい支

援や認知症にもやさしいサービス、日本語を母国語としない利用者へのサービスを検

討し充実していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

障害者サービスの充実 

・点字図書館やサピエ図書館などと連携し、視覚障害者等が利用
しやすい書籍等の提供の充実 

・音訳者養成講座の実施 

・点字や音訳などのボランティアへの支援の充実 

・障害のある利用者に配慮した周知 

高齢者サービスの充実 
･高齢者向け講座や交流事業等の充実 

･高齢者にやさしい図書館サービスの検討 

多文化・多言語サービス
の充実 

・多言語資料（電子書籍含む）、やさしい日本語で書かれた資料（LL
ブック含む）の充実 

・やさしい日本語による案内等の作成 

図書館 

コンサート 

「図書館を活

用して認知症

予防」講演会

チラシ 

拡大読書機 中央図書館「外国語資料コーナー」 
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（２）お互いに学びあう機会をつくる 

①知識や情報を共有する事業の実施 

図書館を利用して研究や活動を行う区民が、お互いの活動や知識を共有したり、お

互いに学びあえる機会を作ることを支援していきます。小・中・高校生を対象に実施し

ているビブリオバトルを大人でも実施することなどにより、知識や情報を共有し、興味や

関心を広げていくことを促進します。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

知識や情報を共有する
事業の検討・実施 

・大人ビブリオバトル等の検討・実施 

 

②学習成果の発信 

図書館を利用した学習成果の発信機会として、「学習活動発表会」を実施します。

壇上からの講義形式での発表だけでなく、工作物や作品の展示・上演など、幅広く学

習成果が発信できるよう工夫することにより、区民の図書館における学習成果を広め、

関心を共有する区民のさらなる参画を促すことをめざします。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

利用者による「学習活動
発表会」の実施 

・「学びのプレゼン（学習活動発表会）」の実施 

 

（３）地域で学びを活かす人材を育てる 

①読書や情報に関わるボランティアの育成 

子どもの読書活動に関わるボランティアや、障害者

のための録音図書を作製するボランティアの育成を

図ります。ボランティア育成のための講座を継続して

実施し、各々の活動の広がりを支援していきます。 

 
 
 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

ボランティア講座等の
実施及び修了者の活動
支援 

・おはなし会ボランティア講座・音訳者養成講座の実施 

 

 

学校おはなし会ボランティア講座 
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②ボランティア活動等区民参画の促進 

現在、図書館におけるボランティア活動は、子どもや障害者に対するサービスなどを

中心に行われています。さらにボランティアが活動できる範囲を拡大し、より多くの区民

が知識や経験を生かして、図書館の活動へ参画できるような取組みを推進します。 

また、図書館運営へ利用者の視点を取り入れるため、利用者やボランティア、学識

経験者等からなる（仮称）図書館運営協議会を設置・運用し、図書館運営への区民参

画を促進します。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

ボランティア活動の拡
充検討 

・ボランティア活動の拡充検討・実施 

図書館運営への区民参
画の検討 

・(仮称)図書館運営協議会の設置・運用 
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基本方針３  暮らしや仕事に役立つ図書館  

（１）区民の悩みや課題の解決を助ける 

①課題解決支援のためのサービスの拡充 

図書館のレファレンスは、日々の暮らしや健康、仕事、さ

らには地域の課題などに対して有効な図書資料等や情報

を提供するもので、図書館の重要な機能です。職員のレフ

ァレンス能力の向上に向けて研修の充実を図るほか、専門

性を有した人材確保にも取り組みます。また専門的なレファ

レンスについては、中央図書館による地域図書館等への支援体制を整備するため、専

門的で多様な調べものに対応できるコレクションづくりや商用データベースの更なる充

実、国立国会図書館レファレンス協同データベースへの参加・活用を図るなど、情報

収集体制を強化します。さらに、来館者からの質問の中で難易度が高い案件について

は、オンラインにより中央図書館で対応して地域図書館を支援する仕組みを順次整備

していきます。 特に世田谷区に関するレファレンスについては、地域資料や行政資料

を積極的に収集・活用する体制を整え、区職員としての行政経験を生かして対応する

とともに、区の政策立案や行政サービス検討等に伴う、庁内各所管課からのレファレン

スなどの行政支援サービスも充実させていきます。 

また、レファレンスの取組みを広く区民へ周知するため、レファ

レンスの有用性や情報検索や調査のための方法を、パスファイ

ンダーの発行やレファレンス事例の公開、WEB レファレンスの拡

充などにより積極的に周知するとともに、図書館を有効活用する

ための講座等を拡充していきます。また多角的な利用者の課題

解決支援に向けて、起業・消費生活・健康・認知症・労働環境等

の様々な相談を行っている部署と連携した相談会の実施等に取

り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスファインダー 

情報検索講座 

図書館活用講座 

図書館 

バックヤードツアー 

中央図書館レファレンスカウンター 
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事業項目 令和４・５年度の取組み 

レファレンスサービスの
充実 

・職員のレファレンス能力の向上（研修の充実検討）及び専門人
材の活用検討 

・レファレンスツールの充実（レファレンス資料・商用データベ
ース等の充実、レファレンス協同データベースの活用）、地域図
書館へのレファレンス支援の拡充（オンライン環境整備検討） 

・行政支援サービスの充実 

レファレンスサービスの
利用促進 

・図書館活用講座・情報検索講座等の充実 

・パスファインダーの発行や WEBレファレンスの拡充等によるレ
ファレンスサービスの積極的な周知実施 

相談事業との連携 ・区の各種相談事業との連携の強化検討 

テーマ本展示の拡充 ・区の政策・事業や地域の課題等に関する展示・事業 

 

 

図書館のテーマ本展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中村歌右衛門と歌舞伎の本」 

「選挙に行こう」（選挙管

理委員会との連携展示） 

「メンタルヘルス・自殺予

防」（健康推進課との連携

展示） 

「渋沢栄一」 

「せたがやまちなか観光」（産

業振興公社との連携展示） 

「オリンピック・パラ

リンピック」 

「本で学ぼう！ユニバーサルデザイ

ン」（都市デザイン課との連携展示） 
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②地域文化活動を支援するレファレンス等の検討 

個人にかぎらず、区内で活動するＮＰＯやボランティアなどに対して、区の他機関等

が有している、地域や文化活動に資する情報や資料を収集し、その提供を進めます。

さらに、それらの収集した資料や情報をレファレンスなどにも効果的に活用することで、

地域の文化活動など、様々な活動を支援することをめざします。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

区の他機関の発行する
資料の収集・提供 

・資料収集の継続実施・拡充検討 

・資料情報の集約･提供 

 

（２）人が集い、つながりを生む場づくり 

①利用者同士の交流を促す事業の実施 

地域の社会資源としての図書館には、多世代の様々な利用者が多く集まります。図

書館という場を共有する利用者が、個々に本を借りて読むことにとどまらず、人がつな

がり交流が生まれる場づくりを工夫します。既存の講演・講習会等の終了後に歓談で

きる場を設けることや、交流そのものを楽しむ事業を実施するなど、お互いに交流を深

めるきっかけとなる事業を実施します。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

利用者がつながり交流
を生む事業の検討・実施 

・利用者参加型や交流型事業の検討・実施 

 

②人が集うためのスペースの充実 

今後の図書館のあり方のひとつとして、感染症対策等を踏まえたうえで、図書館内

に人が集うためのスペースの設置や既存設備の効率的な利用による活用方策などを

検討します。区民ニーズが多様化する中、居場所としての図書館が求められていること

を踏まえ、今後の改修・改築等の機会を捉え、くつろぎの場や居心地の良さ、快適性

を向上することをめざします。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

交流スペースの設置・拡
充検討 

･施設の改修・改築等にあわせ検討・実施 

･既存スペース・設備の効率的活用手法の検討・実施 
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（３）地域で活動する団体との関係を築く 

①地域で活動する機関・団体との積極的な連携の推進 

図書館の図書資料等を活かした事業を、総合支所等と連携して地域で様々に行わ

れているまつりやイベントの中で実施することにより、区民が日常的に集う場で知識や

情報に触れる機会を提供します。また、町会・自治会や商店街などとも連携し、図書館

の団体貸出などを活用して、図書館外でも本に触れることのできる機会の確保に地域

団体などが取組むことを支援します。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

町会、商店街等の地域団
体との連携 

・地域団体と連携した事業の検討・実施 

 

②本を用いた地域文化活動に対する支援の推進 

地域文庫活動やおはなし会、読書会などを実施するＮＰＯやボランティア、区民サ

ークルなどに対して、団体貸出として本を提供することにより、その活動の支援と活性

化を図ります。また、区内の書店や出版社とも連携を図ることにより、地域の文字・活

字・出版文化を維持するとともに、本を介したコミュニティの輪を広げる支援を行います。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

書店・出版社等との連携
事業の検討 

・連携した事業や周知・啓発・支援活動の検討 
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基本方針４  世田谷の魅力を収集・発信する図書館  

（１）世田谷の地域活動の情報を集める 

①地域文化、まちづくり等の区民活動に関する資料の収集 

地域図書館は、地域・地区の歴史を伝承するための拠点であるとともに、人が集い

新しい学びを創造する場としての賑わいや居場所などの役割を併せ持ち、地区の文

化の醸成を担う「知」の拠点として、地域とともに成長していく図書館といえます。 

地域や地区では、まちづくりをはじめ、子育てや郷土史研究な

ど、様々な区民活動が取組まれています。それらの区民活動の成

果や活動記録等の資料が発行されている場合には、「知」の拠点

である地域図書館が中心となり、総合支所やまちづくりセンター、

区民センターと連携して、団体や個人に働きかけ、資料の収集に

努めます。また地域の「知」の集積である収集資料等を活用した情

報発信を通じ、地域コミュニティの醸成などにつなげていきます。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

区民活動に関する資料の
収集 

・資料収集の検討・実施 

 

②他機関と連携した資料情報の集約 

様々な事業を実施する区内の各種文化芸術施設や区の他機関等とも連携して資料

の収集にあたるほか、それぞれの機関が保有する資料の情報を区立図書館で集約・

提供する方策について検討します。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

区の他機関の発行する資
料の収集・提供 【再掲】 

・資料収集の継続実施・拡充検討 

・資料情報の集約・提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区の歴史や学校の 

周年記念誌 
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（２）世田谷の魅力を広く伝える 

①図書館の取組みに関する情報発信 

中央図書館や地域図書館では、区民に有用な様々

な取組みや事業を行っていますが、その認知度は必ず

しも高くはありません。全館的な広報の充実方策の検

討を進めるとともに、広報誌、インターネットや電子的な

媒体を活用して積極的な情報発信・周知を図ります。 

特に地域図書館では、図書館の情報に加え、地域

情報を積極的に発信し、地域における図書館の存在

や利用価値について改めて認識されるよう努めます。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

図書館サービス･事業の
広報活動の充実 

・広報紙等の充実検討 

・図書館ホームページや区ホームページ、区立小・中学校保護者等
への情報配信サービス等での情報発信の充実検討・実施 

 

②世田谷の魅力（世田谷らしさ）の発信 

第１次図書館ビジョンから、中央図書館や地域図書館ごとに、館の立地特性や周辺

地域の特性を活かしたテーマを決め、関連資料の収集や展示コーナーの設置、テー

マに関連した講演会等の事業を実施してきました。当初のテーマを決めてから、既に

10 年以上が経過し、社会状況や区民ニーズの変化、周辺地域の状況も変わったこと

から、テーマの再検討を進めます。検討に当たっては、地域・地区の文化や歴史、地

域で活動している機関・団体等との連携も視野に入れ、地区の文化や歴史の「知」の

拠点としての図書館をめざします。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

地域特性を踏まえた資
料収集や事業及び情報
発信の充実 

・各図書館の地域特性資料の充実 

・各図書館の地域特性コーナーや地域特性に関連した講演会等の
事業及び情報発信の充実 

・地域特性テーマの再検討 

 

 

 

 

 

 

「徳冨蘆花コーナー」（粕谷図書館） 

中央図書館広報誌 
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（３）新しいメディアでの資料収集・公開を進める 

①資料の電子化と公開に向けた検討 

地域文化やまちづくりなどの区民活動の記録をまとめた資料は、発行部数が少なく、

貴重なものが少なくありません。また、区が発行する行政資料についても収集・提供・

保存していくことが必要です。それらの収集した資料を電子化することにより、適切に

保存しつつ、ホームページ等で広く公開していく方法を検討します。特に区が発行す

る行政資料については、区立図書館の責務として、電子的資料も含め、体系的に収

集・提供・保存していく方策について検討・実施します。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

地域資料の電子化の推
進及び電子資料の公開
方法等利活用の検討 

・電子化の推進 

・電子資料のホームページでの公開の推進 

行政資料の体系的収集
方法の確立 

・収集方法の検討 

 

 

②電子的な資料の収集・公開に関する検討 

コロナ禍での臨時休館で図書館サービスが提供できなかったことを踏まえ、また図

書館に来館することが困難な方や障害者の読書環境を整備するため、電子書籍サー

ビスを、令和２年１１月から導入しました。今後も魅力あるコンテンツの充実に向けて取

り組みます。その際、法令上や契約上での制約等が課題であるので、引き続き電子書

籍業界やサービス提供事業者、また著作権法改正等の動きも見据え、社会的動向を

注視していきます。 

 

 

 

 

 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

電子書籍の充実 
・電子書籍の充実 

・電子書籍の収集基準等の検討 

 

  

「世田谷区電子書籍サービス」サイト 
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基本方針５  図書館ネットワークの構築  

（１）図書館ネットワークを整備する 

①図書館・図書館カウンターの機能の充実 

令和４年３月に、資料の予約や貸出・返却を中心としたサービスを行う図書館カウン

ターを、二子玉川・三軒茶屋に続き下北沢に開設しま

した。広域生活・文化拠点（二子玉川・三軒茶屋・下北

沢）に設置した図書館カウンターの利用状況等を評

価・検証し、今後の図書館カウンターのあり方を検討し

ていきます。また、利用者要望の高いブックポスト等の

返却場所の増設について、調査・検討を進めます。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

図書館カウンターの評
価・検証 

・図書館カウンターの評価・検証 

・ブックポスト等の新たなサービススポットの検討 

 

②情報システム及び設備・施設上の整備の推進 

自動貸出機の設置などにより、貸出の際の時間短縮やプライバ

シー保護などの利用者の利便性向上、蔵書点検時間短縮による資

料管理の効率化等を目的に、全図書館施設へのＩＣタグ及び関連

機器の導入を進めるとともに、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

の動きを踏まえ、カウンターを通らずに予約資料を受け取れる予約

資料受取棚の導入等、ＩＣタグのより一層の効果的な活用方法につ

いて検討します。また、図書館情報システムのリプレイスに向け、利

用者の利便性向上やホームページの機能向上に取り組みます。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

改築・改修の推進 
・梅丘図書館改築（令和５～７年度）、池尻図書室改修（令和５年
度） 

図書館情報システム及
びホームページの機能
向上 

・図書館情報システムリプレイスに向けた検討・実施 

IC タグ及び関連機器の
全館導入 

・梅丘図書館への導入（令和７年度） 

・ICタグの活用方策検討、自動貸出機利用率向上 

 

図書館カウンター三軒茶屋 

自動貸出機 
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（２）中央図書館の機能を拡充する 

①中枢機関としての機能の充実 

「中央図書館機能拡充基本構想報告書」をもとにとりまとめた機能拡充の方向性を

見据え、また、「世田谷区立図書館運営体制あり方検討委員会」からの報告を踏まえ、

中央図書館機能の拡充について検討を進め取り組みます。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

中央図書館の機能・施設
規模・設備の拡充・検討 

・プラネタリウムの活用など、教育センター機能移転後の施設活
用の検討・実施 

中央図書館のマネジメン
ト機能の充実 

・人材確保と組織体制の整備 

 

②子どもサービス拠点としての機能の充実 

中央図書館を世田谷区全体の子どもサービスの拠点として、区立図書館における

子どもサービスや区内の子ども読書に関する取組みを支援する機関として位置づけた

「中央図書館機能拡充基本構想報告書」をもとにとりまとめた機能拡充の方向性に基

づき、教育センター機能移転後の施設活用における中央図書館子ども図書館機能に

ついても検討を進めるとともに、若い世代を対象とした図書館サービス機能整備を検

討・実施します。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

中央図書館の機能・施設
規模・設備の拡充・検討
（子ども図書館機能） 
【再掲】 

･子ども図書館機能の検討 

・若い世代を対象とした図書館サービス機能（整備）の検討・実
施 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央図書館 中央図書館子どもコーナ

ー 
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（３）世田谷の教育・文化機関と連携する 

①区の教育機関・文化施設等との連携の拡充 

区内の資料館・美術館等の文化施設や大学・大学図書館等の教育機関との連携を

深め、それぞれの活動や事業に関する情報を提供・発信しあうとともに、資料館・大学

図書館等の見学会、学芸員や大学教員等を講師とした講座・講演会など、連携した事

業のあり方についても検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

区の他機関や大学・大学
図書館等との連携の拡充 

･連携の拡充検討・実施 

 

②町会・自治会や商店街等民間団体との連携の推進 

町会・自治会や商店街といった区民にとって身近な団体との連携を図り、区民が生

活する身近な場所で本が手に取れ、本に関わる取組みが行われる環境を作ります。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

町会、商店街等の地域団
体との連携 【再掲】 

・連携の検討・実施 

 

③本や読書に関する区民団体との連携の推進 

本や読書に関する活動を行うＮＰＯやボランティア、区民団体などの地域活動団体

を育成・支援し、連携を図ります。さらに区内の書店や出版社等とも事業や事業の周

知・啓発等による連携を通じて、より一層身近な場所で本を手に取れる環境の整備や、

区内での本に関わる取組みの充実を図ります。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

書店・出版社等との連携
事業の検討【再掲】 

･連携した事業や周知・啓発・支援活動の検討 

  

郷土資料館で開催の展示会に合

わせ、図書館でも展示品の一部

を紹介 
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基本方針６  専門性と効率性を両立した運営体制の構築  

 

令和２年度に、学識経験者や公募区民からなる「世田谷区立図書館運営体制あり方検

討委員会」を組織し、図書館サービスのあり方や運営体制などについて検討し、報告書が

とりまとめられました。報告書を踏まえた方針では、①中央図書館のマネジメント機能強化

②民間活用③（仮称）図書館運営協議会の設置、の３つを取組みの柱としました。第３期

行動計画でもこの３つの柱の実現に向けて取組みを進めていきます。 

（１）民間活用を計画的に導入する 

①ネットワークの中心となる中央図書館の運営体制の検討 

中央図書館は、区立図書館の専門性や公共性を維持し、地域図書館等のバックア

ップや統括的な指導・調整・管理などのマネジメント機能を強化し、図書館ネットワーク

の中枢としての拠点機能を担う必要があります。中央図書館の当該機能を強化するた

め、区職員の専門性の確保・育成を図る人材育成計画の推進や人材確保策の検討と

ともに、レファレンスや選書・除籍、長期的視野に立った計画・目標設定などの専門性

や公共性を必要とする業務で、統括的な役割を的確に果たすための組織体制を整備

していきます。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

中央図書館のマネジメン
ト機能の充実【再掲】 

･人材確保と組織体制の整備 

職員の人材育成計画の運
用 

・職員の人材育成計画の運用・推進 

 

②ニーズに応じた多様な運営体制の検証・構築 

多様化する区民ニーズを的確に捉え、図書館サービスをより効率的に充実するため、

地域図書館等への民間活用の導入を進めます。既に指定管理者制度を導入している

経堂図書館の更新に加え、新たに烏山図書館と下馬図書館の２館の地域図書館へ令

和４年度から指定管理者制度をモデル的に導入し、業務委託で運営している館も含め、

民間の活用形態の評価・検証、検討を進めていきます。 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

運営体制の方針に基づく
地域図書館への民間活用
の推進・検証 

･民間活用の推進 

･民間活用館の評価・検証 
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（２）職員に必要なスキルと専門知識の向上を図る 

①職員の専門性向上に向けた取組みの強化 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

職員の人材育成計画の運
用【再掲】 

･職員の人材育成計画の運用・推進 

･各種研修の充実 

 

（３）事業・運営の指針・目標を示す 

①定期的な事業の実施状況や運営状況の評価 

図書館運営へ利用者の視点を取り入れるため、利用者やボランティア、学識経験者

等からなる（仮称）図書館運営協議会を設置し、利用者の視点や学識経験者の見識か

ら図書館全体の事業の実施状況や運営状況を評価・検証することにより、図書館の公

共性を捉え、区民のニーズに即した図書館運営や図書館サービスの向上を図ってい

きます。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

（仮称）図書館運営協議
会による事業の実施状況
や運営状況の評価・公表 

・図書館評価の検討 

・（仮称）図書館運営協議会の設置、運用【再掲】 

定期的なニーズ調査・満
足度調査の実施 

・来館者調査、郵送調査の実施 

 

②評価への利用者の視点の取り込み 

（仮称）図書館運営協議会での評価・意見や利用者アンケートなどを通じて利用者

動向やニーズを把握するとともに、日々寄せられる要望を精査することを通して、利用

者にとって、より便利で有用な図書館サービスを実現するとともに、より多くの区民が利

用する図書館をめざします。 

 

事業項目 令和４・５年度の取組み 

評価・調査等を踏まえた
改善策の作成・実施 

･改善策の検討・実施 
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資 料 編 

 
１．図書館の利用状況推移  

 

 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 

個人登録者数（人） 371,929 353,788  274,076 286,817 290,027 272,821 

個人貸出数 （点） 6,809,291 6,948,473  7,185,463 7,327,988 7,336,888 6,024,141 

予約数 （点） 2,220,440  2,297,576  2,367,053 2,456,365 2,470,054 2,486,717 

資料数 （点） 1,956,688 2,044,508 2,045,557 2,054,609 2,053,814 2,061,402 
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２．コロナ禍の影響  （平成３１年４月～令和３年１０月） 
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３．特別区（２３区）の図書館統計比較  

出典「令和２年度東京都公立図書館調査」（元年度実績） 

 
人口 （人） 

図書館数 
（サービスポイン

ト数） 

図書資料数
（点） 

区民 1人当
たり資料数

（点） 

個人登録者
数（人） 

登録率（％） 

1 
世田谷 

921,556 

世田谷 

16(7) 

杉 並 

2,000,028 

千代田 

8.0 

文 京 

295,591 

文 京 

130 

2 
練 馬 
741,588 

大 田 
16(0) 

世田谷 
1,897,017 

文 京 
5.2 

世田谷 
272,985 

千代田 
97 

3 
大 田 
738,128 

足 立 
15(6) 

練 馬 
1,839,295 

目 黒 
4.2 

練 馬 
231,155 

中 央 
52 

4 
江戸川 
699,776 

北 
14(1) 

大 田 
1,810,587 

港 
4.2 

江戸川 
230,737 

葛 飾 
47 

5 
足 立 
692,793 

練 馬 
13(6) 

足 立 
1,571,734 

渋 谷 
4.0 

葛 飾 
219,832 

台 東 
46 

6 
杉 並 

576,093 

杉 並 

13(5) 

江戸川 

1,546,197 

北 

3.9 

江 東 

197,575 

港 

43 

7 
板 橋 
572,490 

葛 飾 
13(2) 

江 東 
1,534,543 

荒 川 
3.8 

杉 並 
194,839 

北 
42 

8 
江 東 
525,062 

板 橋 
12(0) 

板 橋 
1,488,072 

中 央 
3.6 

板 橋 
179,057 

目 黒 
41 

9 
葛 飾 
465,079 

江戸川 
12(0) 

北 
1,368,377 

杉 並 
3.5 

足 立 
175,097 

豊 島 
39 

10 
品 川 
404,823 

品 川 
11(4) 

葛 飾 
1,271,134 

新 宿 
3.0 

大 田 
160,441 

品 川 
39 

11 
北 

354,222 
新 宿 
11(1) 

目 黒 
1,198,776 

台 東 
2.9 

品 川 
158,509 

江 東 
38 

12 
新 宿 
347,570 

文 京 
10(1) 

文 京 
1,169,975 

江 東 
2.9 

北 
147,529 

荒 川 
36 

13 
中 野 

336,424 

江 東 

10(1) 

品 川 

1,134,150 

中 野 

2.9 

目 黒 

116,045 

渋 谷 

35 

14 
豊 島 
289,776 

渋 谷 
10(0) 

港 
1,107,559 

品 川 
2.8 

豊 島 
114,286 

杉 並 
34 

15 
目 黒 
282,628 

目 黒 
8(0) 

新 宿 
1,032,463 

葛 飾 
2.7 

港 
113,119 

江戸川 
33 

16 
墨 田 
275,529 

中 野 
8(0) 

中 野 
982,998 

豊 島 
2.7 

新 宿 
98,413 

板 橋 
31 

17 
港 

261,923 
港 
7(4) 

渋 谷 
915,376 

板 橋 
2.6 

台 東 
92,791 

練 馬 
31 

18 
渋 谷 

231,043 

豊 島 

7(0) 

荒 川 

827,425 

練 馬 

2.5 

中 央 

88,396 

世田谷 

30 

19 
文 京 
226,933 

台 東 
5(3) 

豊 島 
774,115 

大 田 
2.5 

渋 谷 
81,133 

墨 田 
29 

20 
荒 川 
217,167 

荒 川 
5(2) 

中 央 
606,928 

足 立 
2.3 

墨 田 
79,092 

新 宿 
28 

21 
台 東 
202,886 

千代田 
5(1) 

台 東 
595,917 

江戸川 
2.2 

荒 川 
78,198 

足 立 
25 

22 
中 央 
169,629 

墨 田 
4(0) 

墨 田 
562,633 

世田谷 
2.1 

千代田 
64,187 

大 田 
22 

23 
千代田 
66,467 

中 央 
3(0) 

千代田 
529,257 

墨 田 
2.0 

中 野 
59,898 

中 野 
18 

 
 

平 均 
417,373 

平 均 
10(2) 

平 均 
1,207,155 

平 均 
3.3 

平 均 
149,952 

平 均 
42 
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個人貸出数

（点） 

区民 1人当
たり貸出数

（点） 

図書資料１冊
当たり貸出回

数（回） 

予約数 

（点） 

資料費 

（千円） 

区民 1人当
たり資料費

（円） 

1 
練 馬 

6,781,104 
文 京 
17.1 

練 馬 
3.7 

練 馬 
2,201,258 

大 田 
233,538 

千代田 
1234.5 

2 
世田谷 

6,521,170 
目 黒 
14.1 

世田谷 
3.4 

世田谷 
1,983,336 

練 馬 
229,007 

北 
607.5 

3 
大 田 

5,400,273 
千代田 
13.3 

江 東 
3.3 

江 東 
1,771,578 

北 
215,188 

港 
533.2 

4 
江 東 

5,107,871 
北 
10.5 

目 黒 
3.3 

文 京 
1,695,038 

江戸川 
202,520 

文 京 
494.6 

5 
江戸川 

4,989,461 
江 東 
9.7 

文 京 
3.3 

大 田 
1,622,290 

世田谷 
191,496 

荒 川 
456.0 

6 
杉 並 

4,124,506 
荒 川 
9.1 

江戸川 
3.2 

杉 並 
1,557,952 

江 東 
181,798 

中 野 
435.2 

7 
目 黒 

3,983,610 

練 馬 

9.1 

大 田 

3.0 

目 黒 

1,240,707 

足 立 

152,795 

新 宿 

409.3 

8 
文 京 

3,877,886 
渋 谷 
8.8 

新 宿 
2.7 

品 川 
1,151,272 

中 野 
146,422 

中 央 
380.2 

9 
北 

3,710,223 
中 央 
8.7 

北 
2.7 

江戸川 
1,066,117 

杉 並 
145,553 

江 東 
346.2 

10 
葛 飾 

3,104,406 
港 
8.7 

豊 島 
2.7 

新 宿 
972,824 

新 宿 
142,268 

豊 島 
343.6 

11 
板 橋 

2,978,790 
新 宿 
8.1 

品 川 
2.6 

板 橋 
951,103 

港 
139,646 

台 東 
343.4 

12 
品 川 

2,938,830 

台 東 

7.5 

台 東 

2.5 

葛 飾 

949,404 

葛 飾 

130,509 

大 田 

316.4 

13 
足 立 

2,937,701 
大 田 
7.3 

墨 田 
2.5 

足 立 
918,257 

文 京 
112,239 

練 馬 
308.8 

14 
新 宿 

2,802,046 
品 川 
7.3 

葛 飾 
2.4 

渋 谷 
822,956 

豊 島 
99,564 

渋 谷 
304.0 

15 
港 

2,268,121 
杉 並 
7.2 

中 央 
2.4 

中 野 
695,312 

荒 川 
99,024 

江戸川 
289.4 

16 
豊 島 

2,068,215 
豊 島 
7.1 

荒 川 
2.4 

豊 島 
592,705 

板 橋 
88,962 

目 黒 
289.4 

17 
渋 谷 

2,038,717 
江戸川 
7.1 

渋 谷 
2.2 

墨 田 
479,268 

千代田 
82,056 

葛 飾 
280.6 

18 
荒 川 

1,985,983 
世田谷 
7.1 

杉 並 
2.1 

中 央 
470,222 

目 黒 
81,787 

墨 田 
262.6 

19 
中 野 

1,982,936 

葛 飾 

6.7 

港 

2.0 

台 東 

421,258 

墨 田 

72,365 

杉 並 

252.7 

20 
台 東 

1,517,040 
中 野 
5.9 

中 野 
2.0 

千代田 
266,709 

渋 谷 
70,228 

足 立 
220.5 

21 
中 央 

1,480,836 
板 橋 
5.2 

板 橋 
2.0 

北 
262,571 

台 東 
69,667 

世田谷 
207.8 

22 
墨 田 

1,383,924 
墨 田 
5.0 

足 立 
1.9 

港 
123,766 

中 央 
64,497 

板 橋 
155.4 

23 
千代田 
885,517 

足 立 
4.2 

千代田 
1.7 

荒 川 
― 

品 川 
58,532 

品 川 
144.6 

 平 均 

3,255,181 

平 均 

8.5 

平 均 

2.6 

平 均 

1,009,814 

平 均 

130,855 

平 均 

374.6 
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４．各図書館の地域特性展示コーナー一覧   

 

図書館名 展示コーナー 

中央図書館 ・長谷川町子コーナー 

梅丘図書館 

・医と健康の情報コーナー 

・子育て情報コーナー 

・バリアフリー児童書「やさしい本」コーナー 

世田谷図書館 ・幕末維新コーナー 

砧図書館 
・ウルトラマンコーナー  

・きぬたぬきコーナー 

奥沢図書館 ・奥沢歴史と情報コーナー 

玉川台図書館 ・世田谷美術館資料コレクションコーナー 

代田図書館 

・演劇コーナー 

・下北沢コーナー 

・鉄道コーナー 

・昔話・民話コーナー 

烏山図書館 ・烏山地域資料コーナー 

下馬図書館 ・頼朝コーナー 

深沢図書館 
・ぐりとぐらコーナー 

・ふかふかコーナー 

桜丘図書館 
・森繁久彌コーナー 

・明治資料コーナー 

尾山台図書館 ・多摩川コーナー 

上北沢図書館 

・心と体の健康コーナー 

・賀川豊彦コーナー 

・上北沢・八幡山地域の歴史・文化・情報コーナー 

粕谷図書館 

・徳冨蘆花コーナー 

・粕谷・上祖師谷の歴史・文化・産業 

・花と昆虫のコーナー 

・国際理解コーナー 

鎌田図書館 
・静嘉堂文庫美術館コーナー 

・民家園コーナー 

経堂図書館 
・ビジネスコーナー 

・就活コーナー 
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５．世田谷区立図書館についてのアンケート調査結果概要  

 

 

（１）アンケート概要  

 

 

郵送調査 

期間…令和２年１１月１１日～１２月１８日 

対象者…令和２年１１月１日時点で１３歳以上８０歳未満の区民 

対象者数…２,０００名 

回収数…５０１サンプル 

来館者調査 

期間…令和２年１１月１６日～１１月２３日 

対象者…期間中に区立図書館各館（中央図書館、地域図書館、

地域図書室、図書館カウンター）に来館した中学生程度以上 

回収数…２,６６８サンプル 

※調査票印字の二次元コードによるWEB回答併用 

 

 

（２）アンケート結果  

 

① 図書館の利用頻度 
 

世田谷区立図書館の利用頻度については、郵送調査では「ほとんど利用しない・利用したこと

がない」が 40.6%で最も多く、「年に数回程度」27.8％、「月に 2～3回程度」15.2％が続きます。 

また利用しない理由については、｢図書や雑誌は自分で購入する｣が 56.7％で最も多く、次いで

｢近くに図書館がない｣が 22.2％となっています（グラフ省略）。 

図 4-1 図書館の利用頻度【郵送調査】 

 

 

 

週に3回

以上

0.8

0.8

0.5

週に1~2回

程度

4.8

3.8

5.6

月に2~3回

程度

15.2

16.6

13.7

月に1回

程度

9.0

10.9

11.1

年に数回

程度

27.8

26.0

27.2

ほとんど

利用しない

40.6

38.2

41.3

無回答

1.8

3.7

0.6

凡例

令和2年度(500)

平成29年度(651)

平成25年度(629)

単位：％（0は非表示）
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② 図書館に望むサービス 
 
 

図 4-2 図書館に望むサービス【来館者調査】 

 

 

 

47.9 

25.7 

24.2 

23.1 

20.0 

18.1 

17.7 

16.8 

14.9 

13.2 

11.9 

7.1 

6.8 

6.8 

6.2 

5.2 

4.5 

4.4 

4.1 

3.7 

3.6 

3.4 

3.3 

1.5 

6.8 

6.3 

52.1 

12.9 

14.9 

14.1 

8.8 

24.8 

9.6 

22.1 

4.9 

16.8 

9.1 

7.1 

7.7 

5.8 

5.5 

2.8 

4.2 

2.7 

2.7 

3.9 

1.7 

8.2 

50.1 

12.3 

13.6 

17.7 

8.5 

17.4 

10.6 

25.9 

5.2 

15.2 

7.6 

5.8 

7.9 

5.2 

5.3 

3.5 

6.9 

2.6 

3.2 

5.0 

2.5 

6.8 

13.5 

47.2 

12.5 

12.8 

17.9 

7.6 

19.7 

10.3 

25.1 

4.9 

15.4 

7.5 

6.2 

8.5 

5.0 

4.5 

3.1 

6.3 

2.5 

2.7 

4.2 

2.3 

7.1 

15.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

蔵書や資料を充実する 

貸出期間を延長する 

感染防止策の徹底 

受け取りや返却できる場所を増やす 

図書や資料の検索機能を充実する 

電子書籍を充実する 

閲覧席を増やす 

自分で貸出、返却処理ができる機械を導入する 

カフェ等を併設し、くつろげる場を増やす 

貸出冊数を増やす 

開館時間を延長する 

子ども向けのサービスを充実する 

開館日を増やす 

インターネットや情報機器を充実する 

高齢者や障害者向けのサービスを充実する 

予約資料の宅配サービス（有料）の実施 

多文化サービスや国際交流の場を充実する 

図書館員の資料についての知識などの専門性を高める 

地域の情報を充実する 

レファレンスサービス（資料の紹介・相談）を充実する 

オンラインイベントの実施 

図書館でのボランティア活動の場を充実する 

行事（おはなし会や講演会）を充実する 

利用者同士の交流の場を充実する 

その他 

無回答 

令和 2 年度 (2665) 

令和元年度 (7216) 

平成 30 年度 (7108) 

平成 29 年度 (7966) 
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図書館に望むサービスは、来館者調査では「蔵書・資料の充実」が 47.9％と最も多く、次いで

「貸出期間を延長」が 25.7％、「感染防止策の徹底」24.2％、「受取・返却場所の増」23.1％と続き

ます。前回調査と比較すると、「貸出期間を延長」「貸出冊数を増」「受取・返却場所の増」などの増

加、「カフェ等くつろげる場の増」「閲覧席を増」「開館時間を延長」の減少が目立ちます。 

また郵送調査で「図書館を利用しない」と答えた人に限ると「感染防止策の徹底」37.4％、「電子

書籍を充実」28.1％、「カフェ等くつろげる場の増」27.1％、「受取・返却場所の増」16.3％が上位と

なっています（グラフ省略）。 

なお来館者調査での、年齢別のトップ３は下表のとおりです。 

 

図 4-3 （年齢別）図書館に望むサービス【来館者調査】 

年齢 第 1位 第 2位 第 3位 

10代 
蔵書・資料の充実 
（44.9%） 

貸出期間を延長 
（33.3%） 

開館時間を延長 
（30.8%） 

20代 
蔵書・資料の充実 
（41.5%） 

貸出期間を延長 
（32.3%） 

受取・返却場所の増 
（30.8%） 

30代 
蔵書・資料の充実 
（45.5%） 

受取・返却場所の増 
（33.9%） 

電子書籍を充実 
（26.9%） 

40代 
蔵書・資料の充実 
（48.9%） 

貸出期間を延長 
（31.2%） 

受取・返却場所の増 
（27.9%） 

50代 
蔵書・資料の充実 
（51.4%） 

受取・返却場所の増 
（31.4%） 

検索機能を充実 
（25.5%） 

60代 
蔵書・資料の充実 
（48.4%） 

感染防止策の徹底 
（25.6%） 

貸出期間を延長 
（24.5%） 

70代 

以上 
蔵書・資料の充実 
（47.0%） 

感染防止策の徹底 
（25.2%） 

貸出期間を延長 
（21.7%） 

 

 

③ 休館中に困ったことと休館中に希望するサービス 
 

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、区立図書館は長期間にわたり臨時休館を余儀

なくされ、ほとんどの図書館サービスを提供できませんでした。その休館中に困ったことは、「読書

ができなかった」が最も多く 52.0％で、次いで「予約した資料が借りられなかった」が 40.0％、「書

架から資料が選べなかった」が 37.7％と続いています。 

今後、図書館が再び休館や一部業務休止になった場合に希望するサービスは、「予約資料の

貸出」が最も多く 74.7％、次に「人数・時間を制限したうえでの書架への立ち入り」が 47.9％、「電

子書籍サービス」が 23.6％などとなっています。 
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図 4-4休館中に困ったこと【来館者調査】      図 4-5休館中に希望するサービス【来館者調査】 

 

 

④ 図書館の満足度 
 

「図書館の全体的な満足度」は、令和 2 年度は満足率（「満足」＋「やや満足」）が 70％台に達

し、過年度と比較して最も高くなっており、上昇傾向にあります。 

一方、不満率（「不満」＋「やや不満」）は 3.0％となり、昨年度よりも高くなっています。 

図 4-6図書館の全体的な満足度【来館者調査】 

 

 

 

 

満足

35.5

31.2

28.2

26.5

28.2

やや満足

35.6

36.0

35.5

34.6

31.7

普通

21.8

23.1

23.3

24.4

19.6

やや不満

2.3

2.1

2.2

2.2

2.9

不満

0.7

0.2

0.2

0.2

0.4

無回答

4.1

7.3

10.7

12.0

17.3

凡例

令和2年度(2665)

令和元年度(7216)

平成30年度(7108)

平成29年度(7966)

平成28年度(8276)

単位：％（0は非表示）

満足率 

71.1 

67.2 

63.7 

61.1 

59.9 
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性年代別にみると、満足率は「女性 10 代」が 84.9％と最も高く、「男性 20 代」が 52.4％

と最も低い結果となりました。 

また、男性の若年層や女性の高年齢層で満足率が低い傾向にあります。 

 

図 4-7性年代別満足度ランキング【来館者調査】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度 11 項目の平均値を比較してみると、「開館日」が 4.2 と最も高く、次いで「開館時間」、「本

を一度に借りられる冊数」、「図書館職員の接遇」の 3項目でそれぞれ 4.1 となっています。 

一方で平均値が低かったのは、「雑誌、新聞の種類や数」と「不適正な利用者への職員対応」の 2

項目でそれぞれ 3.6 となっています。 

 

図 4-8 満足度・項目比較【来館者調査】  

 

 

人数 満足率

1位 女性10代 53 84.9%

2位 女性30代 191 82.7%

3位 女性40代 401 80.5%

4位 女性20代 43 79.1%

5位 男性30代 50 74.0%

6位 男性40代 115 73.9%

7位 男性50代 170 71.2%

8位 男性60代 252 70.2%

9位 男性70代以上 408 70.1%

10位 女性50代 301 68.4%

11位 女性60代 298 65.4%

12位 男性10代 24 62.5%

13位 女性70代以上 314 60.2%

14位 男性20代 21 52.4%

3.7 

3.6 

4.2 

4.1 

4.0 

4.1 4.0 

3.7 

3.7 

4.1 

3.6 

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1.本の種類や数

2.雑誌、新聞の種類や数

3.開館日

4.開館時間

5.本を借りられる期間

6.本を一度に借りられる冊数7.本のリクエスト・予約サービス

8.図書館の施設や設備

9.図書館内の居心地

10.図書館職員の接遇

11.不適正な利用者への職員対応

57



47 

 

⑤ 図書館を利用した感想 
 

世田谷区立図書館を利用した感想について、「そう感じる」と「やや感じる」の合計の上位は、

「面白い本に触れて、充実した時間を過ごせた」80.9％、「探していた情報や知識を得ることができ

た」77.0％、「今まで知らなかった世界や考え方を知り、関心分野が広がった」68.6％です。一方で

下位は「学業（仕事）上の成績向上や資格取得に役立った」30.5％、「落ち着いて読書や勉強、考

え事ができた」41.5％となっています。 

図 4-9 図書館を利用した感想【来館者調査】  

 
 

 

⑥ 自由意見 
 

世田谷区立図書館に望むことや、期待することについての意見や要望等を聞いたところ、多く

のご回答をいただきました。ここでは、回答の一部を紹介します（原文のまま記載）。 

 

 同じ本を何冊も購入するのではなく、様々な分野の種類の本を購入して欲しい。 

 電子書籍も感染防止策としては有効だと思いますし、利用してみたいです。 

 平日の開館時間が週に１回くらいは 21：00 まで開いていると、仕事帰りに借りに行くことが出来るので
助かります。 

 今後さらに各図書館で自動貸し出しができるようになったらいいと思います。予約図書も自分で取って自
動貸し出しできればさらにうれしいです。 

 ホームページの利用者ページ機能を充実させてほしいです。 

 カフェはあればありがたいが、読書の場所とは分離して欲しい。 

 職員の方の私語が大きく時々ですが聞こえるので注意をして欲しいです。 

そう感じる
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無回答

6.2

7.3

4.9

7.8

16.8

11.9

6.9
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過ごせた

一般教養や幅広い知識を得ること

ができた
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全体平均

単位：％（0は非表示）

そう感じる＋ 

やや感じる 

77.0 

68.6 

80.9 

67.7 

30.5 

41.5 

68.0 
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 本に汚れや濡れ、書き込みがある率が高い気がする。利用者数が多いためでしょうか？マナーが悪いと思
います。 

 返却ポストを駅の近くに設置して欲しい。返却期間内に読み終えても図書館に行く時間がなくて次の日
曜日まで返却できないことがある。 

 図書館が休みにならないように願っています。コロナの中、皆様方大変でしょうが本当に図書館が開いて
いてくれて幸せです。本の読めない期間は本当に悲しかったです。 

 公共性を維持した図書館になってほしいです。人材の成長に時間やお金をかけて欲しいです。 
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６．世田谷区子どもの読書に関する実態調査結果概要  

 

（１）アンケート概要  

 

郵送調査 

期間…令和元年１０月１日～１０月１５日 

対象者…平成３１年４月１日時点で、５歳児の保護者、小学３年生・小学

６年生・中学３年生の保護者とその子ども 

対象者数…３，５００名（各対象５００名） 

回収数…１，２３２サンプル 

 

 

（２）アンケート結果  

 

① 子どもの読書嗜好 
 

どの学年も、読書が「好き」と「どちらかといえば好き」を合わせると、約 60～75％と高くなってい

ます。【平成２６年度】は、全ての学年で「好き」と回答した割合が 50％を超えていましたが、【令和

元年度】は、中学３年生が 50.6％から 36.6％と 14.0ポイント減っています。 

 

 

 

図 5-1 子どもの
読書嗜好 
【令和元年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-2子どもの
読書嗜好 
【平成 26年度】 
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② 本を読む冊数（1か月間） 
 

学年ごとに回答した割合が最も高いのは、小学３年生「４～６冊」24.6％、小学６年生「１～３冊」

48.5％、中学３年生「１～３冊」62.1％となっています。【平成２６年度】と同様に学齢が上がるにつ

れて本を読む冊数が減少しています。特に、中学３年生は「読まない」が 9.7％から 19.0％と 9.3ポ

イント増となっています。 

 

図 5-3本を読む冊数【令和元年度】 

 

 

 

図 5‐4本を読む冊数【平成 26年度】 
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③ 授業以外で本を読む日数（1週間） 
 

学齢ごとに回答した割合が最も高いのは、５歳児「毎日」41.0％、小学３年生「毎日」26.2％、小

学６年生「１日」23.7％、中学３年生「０日」28.1％となっています。学齢が上がるにつれて本を読む

日数が減少しています。 

また、【平成２６年度】は全ての学齢で「毎日」が最も高い回答でしたが、【令和元年度】ではポイ

ントが減少しています。特に、小学３年生で「毎日」と回答した割合が 71.2％から 26.2％（45.0 ポイ

ント減）と大幅に減少しました。 

 

図 5-5本を読む日数【令和元年度】 

 

図 5‐6本を読む日数【平成 26年度】 
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④ あまり本を読まない理由 
 

学年ごとに回答した割合が最も高いのは、小学３年生「友だちと遊ぶほうが楽しいから」37.2％、

小学６年生「塾や習い事で時間がないから」56.2％、中学３年生「塾や習い事で時間がないから」

38.7％となっています。特に、小学６年生は「塾や習い事で時間がないから」が他の項目に比べ突

出して高くなっています。 

 

図 5‐7本を読まない理由【令和元年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 図書館を利用した感想 
 

世田谷区立図書館を利用した感想については、充実した時間を過ごせたに対して「そう感じる」

が 48.1％で最も多くなっています。成績向上や資格取得に役立ったに対しては、「感じない」が、

16.6％で他の項目よりも多くなっています。 
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⑤ 学校図書館の利用頻度（1か月間） 
 

学年ごとに回答した割合が最も高いのは、小学３年生「３～４回」35.0％、小学６年生「１～２回」

34.9％、中学３年生「行かない」54.2％で、学年が上がるにつれて回数が減少しています。 
 

図 5‐8学校図書館の利用頻度【令和元年度】 

 

⑥ 学校図書館から借りる冊数（1か月間） 
 

全ての学年で「1～３冊」が最も高く、小学３年生 43.5％、小学６年生 50.4％、中学３年生 44.3％

となっています。 
 

図 5‐9学校図書館から借りる冊数【令和元年度】 

 

⑦ 地域の図書館の利用頻度（1か月間） 
 

学年ごとに回答した割合が最も高いのは、小学３年生「１～２回」40.4％、小学６年生「行かない」

58.0％、中学３年生「行かない」69.9％で、学齢が上がるにつれて回数が減少しています。 
 

図 5‐10地域の図書館の利用頻度【令和元年度】 
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